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「風車のべん強」 住吉小学校は、理科部門で46年以来数々の貨を受けています。

ちなみに、 51年4月には高木賞(発明賞)を、舎年4月に|ま、科学技術庁長官賞を受賞しています。

広報

発行所/富山県魚津市釈迦堂1丁目 10番1号魚津市役所(干937)(ft0765ー 22ー 2200)1部定価20円
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七
月
十
日
(日)
はみ

ん
な
そ
ろ
つ

て
投
票
所

七

月

号

も

く

じ

小
の
「
風
車
の
ベ
ん
勉
」
:
:
:
:
-
j
i
-

-
室
で
三
年
生
の
ぺ
ん
強

選挙・・・・・・

凹議
会
か
ら

開〕

ι
・
5

下
半
期
の
財
政
状
況

業
務
状
況
・
・
・
・
・
・..............•..... 

・・・・

6

イ
ド

審
査
会
・••••••

.. 

出
問
団

8
・
9

の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
:
:
:
:
:
:
日

な
た
も
参
加
を

山山
間
附
山
川
凶

ロ
日

よ
せ
て

・
納
税
ガ
イ
ド

宵
:
:
・

文
通
安
全
・
・
・・・・

山

・

・

:
-
m
・
η

介相
談
案
内
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
同

・
印

刷
〕

然
、
市
の
人
口

Q

さ
と
の
文
化
財
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
n

の
こ
と
ば

・
編
集
後
記

(2) 

第
十
一
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、

七
月
十
日
制
に
行
わ
れ
ま
す
。

国
政
の
行
方
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
か
ら
、

ひ
と
り
も
棄
権
し
な
い
で
投
票
に
参
加
し
ま
し
ょ

、司ノ。

来
る

'" 

マ
投
票
時
間
は

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

た
.だ
し
、
松
倉
第
一
投
票
所
は
、

午
前
七
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

企 S49年の参議院議員選挙の開票風景

参
議
院
の
し
く
み

参
議
院
は
、
定
数
二
五
二
名
で
(
地

方
選
出
議
員
一
五
二
名
、
全
国
選
出
議

員一

O
O名
)
、
任
期
は
六
年
で
す
が
、

三
年
ご
と
に
任
期
が
終
っ
た
半
数
の
議

員
が
改
選
さ
れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

。
投
票
所
施
設
の
変
更

'・
魚
津
第
2
投
票
所
↓
大
泉
寺

・
魚
津
第
3
投
票
所
↓
大
町
幼
稚
園

。
選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

市
選
挙
管
理
委
員
会

宮
内
線
2
0
9
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六
月
定
例
市
議
会
は
、
六
月
十
五
日

に
招
集
さ
れ
、
二
十
四
日
終
了
し
ま
し

た
。
会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
十

九
議
案
で
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
進
め
て
い
る
総
合
公
園
・

築
造
事
業
と
関
連
し
て
、
次
の
と
お
り
、

水
族
館
建
設
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。

一般会計に1億8，563万5千円を
追加

議会内に水族館建設特別

委員会を設置

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

口
五
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出

の
総
額
に
一
億
八
千
五
百
六
十
三
万
五

千
円
を
追
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
総
額
を

六
十
二
億
八
千
八
百
九
万
円
と
す
る
も

で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
総
務
費
で
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
窓
口
事
務
改

善
一
部
課
の
配
置
替
え
費
一
千
万
円
、

財
政
調
整
基
金
積
立
金
五
千
万
円
、
盗

d

司
六
月
定
例
市
議
会
か
ら

犯
防
止
重
点
地
区
指
定
に
よ
る
事
業
費

七
十
万
円
、
市
民
会
館
の
内
外
装
修
繕

費
三
百
五
万
九
千
円
を
可
よ
し
ま
し
た
。

民
生
費
で
は
、
西
布
施
保
育
園
の
増

築
費
八
百
三
万
三
千
円
、
老
人
居
室
整

備
資
金
貸
付
枠
の
増
額
分
二
十
四
万
円

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
費
で
は
、
野
菜
指
定
産
地

近
代
化
事
業
費
一
千
百
四
十
六
万
五
千

円
と
、
経
団
漁
港
関
連
道
事
業
費
六
百

六
十
七
万
三
千
円
を
追
加
計
上
し
、
ま

た
、
経
団
漁
港
修
築
事
業
費
一
千
四
百

六
十
九
万
一
千
円
を
、
国
の
事
業
の
認

承
減
に
よ
り
、
減
額
し
ま
し
た
。

商
工
費
で
は
、
水
族
館
設
計
委
託
料

四
千
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、
道
路
用
地
買
収
費
四

百
万
円
、
新
設
改
良
費
二
千
二
百
万
円
、

橋
梁
維
持
費
二
百
五
十
万
円
、
河
川
総

務
費
二
百
七
十
万
円
を
追
加
計
上
し

て
、
道
路
改
良
費
一
千
六
百
八
十
九
万

一
千
円
を
金
山
谷
北
山
線
、
室
田
観
音

堂
線
の
国
の
事
業
の
認
承
減
に
よ
っ
て

減
額
し
ま
し
た
。
ま
た
、
住
宅
管
理
費

六
百
二
十
万
円
、
文
化
町
地
区
再
開
発

事
業
調
査
費
負
担
金
二
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

教
育
費
で
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
育
成
事
業
費
百
十
八
万
八
千
円
を
計

上
し
、
災
害
復
旧
費
で
は
、
農
林
水
産

業
施
設
災
害
復
旧
費
、
三
千
九
十
九
万

二
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
財
源
は
、
分
担
金
、
国
県

支
出
金
、
財
産
収
入
、
寄
付
金
、
繰
越

金
、
市
債
を
充
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

口
水
族
館
建
設
特
別
委
員
会

。
中
尾
政
一

O
河
崎
直
治
長
勢
甚

正
後
藤
吉
松
吉
田
甚
蔵
宮
崎

竹
二
野
崎
栄
吉

(
Oは
委
員
長

O
は
副
委
員
長
)

口
五
十
二
年
度
市
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

口
五
十
二
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

口
五
十
二
年
度
魚
津
駅
前
広
場
駐
車
場

事
業
特
別
会
計
予
算

口
財
政
調
整
基
金
条
例
の
設
定

口
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

口
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

口
老
人
居
室
整
備
資
金
の
貸
付
け
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

口
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

口
同
意
案
件

魚
津
市
石
垣
九
四
番
地

長
勢
甚
正
氏
を
、
魚
津
市
監
査
委
員

に
選
任
の
、

魚
津
市
江
口
二
七
八
番

杉
山
博
吉
氏
を
、
人
権
擁
護
委
員
に

推
せ
ん
の
、
同
意
が
あ
り
ま
し
た
。

先
月
号
記
事
の
一
部
訂
正

先
月
号
四
ペ
ー
ジ

公
害
対
策
特
別
委
員
会
中
・
本
田

正
一
氏
と
あ
る
の
は
石
崎
七
郎
氏

の
誤
り
に
つ
き
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

晴
れ
の
叙
勲

本
市
関
係
で
次
の
方
が
晴
れ
の

叙
勲
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

勲
五
等
瑞
宝
章

上
村
木
一
丁
目
十
番
十
七
号

伊
東
直
ニ
氏
(
七
十
二
歳
)

加
積
村
長
、
市
議
三
期
、
議

長
三
回
、
商
工
会
議
所
の
初

代
副
会
頭
な
ど
の
地
方
自
治

の
発
展
に
つ
く
さ
れ
た
功
績

勲
七
等
宝
冠
章

新
宿
二
番
八
号

中
田
キ
ク
氏
(
六
十
七
歳

元
魚
津
電
報
電
話
局
電
話
運

用
副
課
長

永
年
に
わ
た
り
電
話
交
換
手
と

し
て
そ
の
電
報
電
話
業
務
に
つ

く
さ
れ
た
功
績

(3) 
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54億4，247万円(50年同期より5億9，589万円の増)総額

市
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
か
を
、

一
年
に
二
回
市

民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

に
条
例
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
五
十
一
年
度
予
算
の
五
十

一
年
十
月
一
日
か
ら
五
十
二
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
期
間
の
執
行
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

五
十
一
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
四
十
八
億
六
千
七
百
九
十
万
円
で
、

五
十
一
年
十
月
か
ら
五
十
二
年
三
月
ま

で
の
下
半
期
で
急
を
要
す
る
経
費
や
建

設
事
業
費
を
五
回
に
わ
た
っ
て
二
億
一

千
百
十
八
万
円
を
追
加
補
正
し
ま
し
た
。

3月末における収支状況

計区水「入:議 : 111き jjjIIjjjj l 
lif!jjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjIjjIIjjjjjjjjjjjjjjjjjjj;f.~:議 II~l l 

企完成した坪野小学校の体育館

先
に
公
表
し
た
上
半
期
分
の
補
正
額

を
加
え
る
と
、
五
十
四
億
四
千
二
百
四

十
七
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
お
も
な
も
の
は
国
立
短
期
大

学
用
地
買
収
費
や
、
道
路
新
設
改
良
等

の
事
業
費
六
千
六
百
六
万
円
、

豪
雪

に
よ
る
除
雪
対
策
費
三
千
六
百
万
円
、

100% 

収入 ・支出割合

医]]収入 ・支出;斉額

口予

90 80 70 60 

% 

50 40 30 20 10 

市 債 の状況

庁舎建設債 9，725万円 財政対策債 7，3707iPl

宮責算

農林水産業債 6，359万円

県貸付金 6，314万円

災害復旧債孟森 ?:2222R
火災復旧債 4，120万円

公営住宅債 2，084朋
消 防債 1，063万円

転貸債 4817i円

転借債 5万円

特例地方債 7，1707iPl

191意1，364万円

39，067円
市債総額

住民|人当り負担額
小
口
事
業
資
金
貸
付
金
一
千
万
円
、
そ

の
他
人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件
費
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
三
月
末
現
在
の
各
執
行
状
況

は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

(4) 

状況

止社
l日 問

52. 3 . 1 -52. 3 . 19 

期入

の

借

金

先

北陸銀行

入

入

時借

借

50，000，000円

済入
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一般会計費目別予算執行状況 (3月末)

歳入

区 分 予算額 収入済額 収入割合
万円 万円 % 

市 税 151F.1，714 15110，493 99.2 

国庫支出金 101.f.9，336 101.意8，229 99.0 

地方交付税 101tO，580 10lU ，214 106.6 

県 支 出 金 4110，697 31f.5，776 87.9 

市 債 41意8，170 3億4，593 71.8 

分担金及び負担金 2{意9，497 21.章6，732 90.6 

繰 越 金 21，意5，777 21f.5，777 100.0 

諸 ヰ又 入 11意1，449 6，418 56.1 

使用料及び手数料 9，080 8，527 93.9 

Rオ 産 収 入 1，763 2，462 139.6 

寄 附 金 7，601 7，354 96.8 

自動車取得税交付税 3，500 5，004 143.0 

地方 譲 与 税 3，000 4，995 166.5 

娯楽施設利用税交付金 1，500 1，512 100.8 

交通安全対策特別交付金 583 583 100.0 

計 5411.4，247 521.章5，669 96.6 

歳出

区 分 予算額 支出済額 支出割合
万円 万円 % 

民 生 費 1111.2，438 10億4，375 92.8 

教 育 費 7110，919 6億7，173 94.7 

農林水産業費 81.t3，571 6億6，282 79.3 

総 務 費 81章6，485 8億3，116 96.1 

土 木 費 81.章3，771 6億4，647 77.2 

o 債 費 2億0，667 21，章0，351 98.5 

衛 生 費 l億7，192 l億5，470 90.0 

I背 防 費 1{意4，371 l億3，045 90.8 

商 工 費 11，窓3，462 l低1，874 88.2 

労 {動 費 1{意0，660 9，919 93.0 

議 ぷz〉z、 費 7，859 7，755 98.7 

災害復旧 費 1億8，950 7，408 39.1 

諸 支 出 金 3，702 2，306 62.3 

予 イ庸 費 200 

計 54tt4，247 47億3，721 87.0 

(5) 

4
司
完
成
し
た
酉
布
施
小
の
体
育
館

51年度下半期

IIJ |52年3月31日現在|

一般会計の歳入歳出

市有財産の状況

土 地 建物
463， 501m2 116，749m2 

草野 記島噴
有価証券その他 基金
40，732千円 249，000千円

露31 4T位警二3bfe 

市民の市税負担状況

人 口 48，983人

世帯数 12，241世帯
(昭和52年 3月31日現在)

79円

212円

270円

1，225円

7，793円 1，947円

54，032円 13，503円

5 4 

54，971円 13，737円

3 2 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

特 別会計予算執行状況 (3月末)

会計区分 予算額
執行状況

収入済額収入割合支出済額支出割合

万円 % 万円 % 

下水道事業 722 594 82.3 574 79.5 

簡易水道事業 1，458 1，280 87.8 1，262 86.6 

国民健康保険事業 111 ，207 101，266 91.1 93，428 84.0 

農業共済事業 16，844 16，519 98.1 9，221 54.7 

計 130，231 119，659 91.9 104，485 80.2 
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51年度下半期

52年3月31日現在

累
積
赤
字
二
、
五
五
八
万
円
は
五
十
二
年
度
で
解
消

水
道
事
業
の
業
務
の
状
況
を
年
二
回
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
で
は
、
五
十
一
年
度
の
累
積
赤
字
が
ニ
千
五
百
五
十
八
万
円
に

も
な
り
ま
し
た
の
で
、
五
十
二
年
度
か
ら
料
金
改
正
な
ど
を
行
な
っ
て
財
政
の
健

全
化
を
は
か
る
ニ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

五
十
一
年
度
下
半
期
の
事
業
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ど
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
四
十
一
年
以
来
の
低
額
料

金
で
運
営
し
て
き
た
た
め
と
、
経
済
指

数
の
高
騰
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
公
営
企
業
の
正
常
な

機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況

の
た
め
、
五
十
二
年
度
か
ら
、
現
行
水

道
料
金
の
適
正
な
改
正
を
は
か
り
、
赤

字
解
消
と
今
後
の
給
水
業
務
の
健
全
化

を
図
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
上
水

一

、

業

務

状

況

(
3
月
末
現
在
)

給
水
人
口

=二

、

一
八
七
人

給
水
戸
数
七
、
二
ハ
一
戸

総
配
水
量
四
、
一

O
一、

O
O四
立
方

μ

総
給
水
量
二
、
五
七
五
、
四
三

O
立
方

μ

有

効

率

六

二

・
入
計

下
半
期
で
は
、
給
水
人
口
が
三
五
四
人
、

給
水
戸
数
が
一
四
一
戸
と
増
え
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

一
方
、
有
効
率
は
、
漏
水
修
理
を
徹

底
し
て
実
施
し
た
結
果
、

一
・
六
計
上

昇
し
て
い
ま
す
。

二

、

経

理

状

況

五
十
一
年
度
の
三
月
末
の
収
支
状
況

は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。
収
益
で
は
、

水
道
料
金
や
受
託
工
事
収
入
等
で
、

一

億
四
百
十
四
万
円
と
な
り
、

一
方
費
用

で
は
、
配
給
水
費
、
人
件
費
、
利
息
な

ど
一
億
二
千
九
百
七
十
二
万
円
で
、
差

し
引
き
二
千
五
百
五
十
八
万
円
の
赤
字

道
ご
利
用
の

皆
さ
ん
の
ご

協
力
と
ご
理

解
を
お
願
い

し
ま
す
。

51年度損益収支状況(単位:万円)

区 分 予算額
収 支

対予す算る額割lこ創| 
上半期 下半期 計-

給 水収益 8，722 3，908 4，483 8，391 96.2% I 

受託 工 事 収益 2，188 1，170 567 1，737 79.4 I 

その他の収益 291 89 197 286 98.3 I 

収益合計 11 ，201 5，167 5，247 10，414 93.0 

原水及び浄水費 968 383 646 1，029 106.3 

配水及び給水質 1，116 438 684 1，122 100.5 

受託工事費 2，065 918 737 1，643 79.6 

総 係 費 5，202 2，395 2，844 5，239 100.7 

減価償却費 1，675 837 847 1，684 100.5 

支 払 利息 1，940 903 1，021 1，924 99.2 

そ の 他の費用 348 38 293 331 95.1 

費 用 合計 13，314 5，912 7，060 12，972 97.4 

(うち職員給与費) (4，671) (l，751) (2，250) (4，001) 85.7 

差引 Lム2，113 ム 745 ム 1，813 ム 2，558 121.1 

三
、
建
設
改
良
工
事

一
一
五
万
円

マ
市
道
吉
島
団
地
六
郎
丸
線
配
水
管
布

設
工
事
外
一
、
一
九
八
万
円

十
月
か
ら
三
月
ま
で
の
主
な
工
事
は

次
の
と
お
り
で
す
。

マ
道
坂
第
三
水
源
さ
く
井

工
事

h
F
水
道
管
理
室
の
内
部

水
道
の
五
十
二
年
度
の

主
な
事
業

五
十
二
年
度
の
水
道
の
主
な
事
業
は
、

近
年
、
一
時
的
に
増
高
す
る
受
水
量
を
調

整
し
て
、
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

印
回
配
水
池
の
横
に
新
た
に
二
千
ト
ン

配
水
池
を
一
基
築
造
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

そ
の
他
給
水
範
囲
の
拡
大
に
と
も
な

い
、
口
経
七
五

イ
1
百
ミリ

・
延
長
六
千

二
百
メ
ー
ト
ル
の
配
水
管
の
布
設
工
事

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

四
五
五
万
円

マ
道
坂
第
三
水
源
地
ポ
ン

プ
設
置
工
事二

三
二
万
円

マ
道
坂
第
三
水
源
地
敷
地

造
成
及
び
送
水
管
布
設

工
事

三
九
七
万
円

マ
魚
津
高
校
前
配
水
管
布

設
工
事

(6) 

水
道
ミ
ニ
ガ
イ
ド

蛇
口
の
水
も
れ

い
く
ら
蛇
口
を
閉
め
て
も
、
水

が
ポ
タ
ポ
タ
も
れ
て
止
ま
ら
な
い
。

ま
た
、
水
を
出
す
と
蛇
口
が
ガ

タ
ガ
タ
と
音
が
す
る
。
こ
ん
な
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

蛇
口
か
ら
ポ
タ
ポ
タ
水
が
漏
れ

て
い
る
と
、
二
十
四
時
間
で
バ
ケ

ツ
三
杯
程
に
な
り
、
糸
を
引
く
よ

う
に
水
が
漏
れ
て
い
る
と
二
十
四

時
間
で
お
風
巴
が
沸
か
せ
る
程
の

量
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
出
し
っ
放
し
に

す
る
と
、
料
金
を
支
払
っ
て
大
切

な
水
を
捨
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
漏
れ
す
る
場
合
は
、
至
急
水

道
局
ま
た
は
、
指
定
工
事
庖
へ
連

絡
し
て
修
理
し
て
下
さ
い
。
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ご
存
知
検
察
審
査
会

…

γ
;
;
;
;
;
;
;
?
8
;
4
8
8
4
3
2
3
3
2い

新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
、
と
き
ど
き
「
人
を
起
訴
し
て
、
裁
判
所
に
処
罰
を
求

×
×
汚
職
事
件
に
つ
き
、

O
O検
察
審
め
る
権
限
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
裁
判

査
会
に
審
査
申
立
て
」
、
「

O
O検
察
所
は
検
察
官
が
起
訴
し
た
事
件
に
つ
い

審
査
会
、
×
×
選
挙
違
反
事
件
に
つ
き
て
だ
け
審
判
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

不
起
訴
不
当
の
議
決
」
と
い
っ
た
見
出
う
建
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
を
御
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と

ω検
察
官
は
、

常
に
厳
正
公
平
に
事
件

と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
検
察
を
起
訴
す
べ
き
か
ど
う
か
を
決
め
て
い

審
査
会
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
ま
す
が
、
沢
山
の
事
件
の
中
に
は
、
調

と
こ
ろ
な
の
か
、
最
近
検
察
審
査
員
と
べ
が
足
り
な
か
っ
た
り
、
判
断
を
誤
つ

し
て
こ
の
制
度
に
関
与
さ
れ
た
A
さ

ん

た

り

し

て

、
起
訴
す
べ
き
で
な
い
事
件

の
感
想
文
を
か
り
て
、
紹
介
し
て
み
ま
を
起
訴
し
た
り
、
起
訴
す
る
の
が
正
し

し

よ

う

。

い

と

思

わ

れ

る

事

件

が

起

訴

さ

れ

な

い

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
て

と
い
う
こ
と
が
絶
対
に
な
い
と
は
い
え

付
O
O検
察
審
査
会
と
い
う
と
こ
ろ
か
ま
せ
ん
。

ら
、
私
が
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
か

ω検
察
官
が
起
訴
す
べ
き
で
な
い
事
件

ら
検
察
審
査
会
議
に
出
席
す
る
よ
う
に
を
間
違
っ
て
起
訴
し
た
と
き
、
例
え
ば

と
い
う
通
知
を
受
け
取
っ
た
と
き
、
私
無
実
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

は
本
当
に
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま
し
え
ん
罪
の
被
告
人
を
救
う
こ
と
が
で
き

た
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
家
庭
の
主
婦
と
ま
す
。

し
て
{
杢
事
、
育
児
に
追
わ
れ
て
、
ほ

と

こ

れ

に

対

し

、
起
訴
す
べ
き
事
件
を

ん
ど
ど
の
よ
う
な
会
合
に
も
出
席
し
た
検
察
官
が
起
訴
し
な
か
っ
た
と
き
に
は

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
第
一
、
事
件
は
裁
判
所
に
行
か
な
い
の
で
す
か

検
察
審
査
会
と
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
ら
、
裁
判
所
も
検
察
官
の
誤
り
を
正
す

と
こ
ろ
な
の
か
、
ま
た
、
ど
う
し
て
私
こ
と
が
で
き
ず
、
犯
人
は
処
罰
を
免
れ

が
検
察
審
査
員
と
い
う
も
の
に
選
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
被

た
の
か
、
全
く
見
当
が
付
か
な
か
っ
た
害
者
な
ど
も
納
得
し
な
い
で
し
ょ
う
し
、

か

ら

で

す

。

ま

た

、

裁

判

所

が

起

訴

さ

れ

た

事

件

に

し
か
し
、
こ
の
通
知
と
共
に
、
次
の
つ
い
て
い
く
ら
正
し
い
裁
判
を
し
て
も

よ
う
な
説
明
書
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
し
国
の
刑
事
裁
判
を
全
体
と
し
て
み
る
と
、

た
の
で
、
少
し
ば
か
り
、
内
容
が
分
か
い
わ
ば
片
手
落
ち
と
な
っ
て
、
十
分
な

る
と
と
も
に
、
心
が
休
ま
り
ま
し
た
。
働
き
を
し
て
い
る
と
は
い
え
な
く
な
り

『

ω我
が
国
で
は
、

検
察
官
だ
け
に
、
犯
ま
す
。

ωこ
の
よ
う
な
検
察
官
の
不
起
訴
処
分

に
対
し
、
そ
れ
が
誤
り
な
く
な
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
い
わ
ば
市
民
の
代
表

と
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
の
が
検
察
審
査
会
な
の
で
す
。

ω検
察
審
査
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
検

察
審
査
員
は
、
選
挙
権
を
も
っ
者
の
中

か
ら
、
く
じ
で
選
ば
れ
る
も
の
で
、
普

通
の
常
識
を
備
え
た
市
民
で
あ
れ
は
よ

く
、
法
律
の
知
識
な
ど
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
』

∞
指
定
さ
れ
た
日
に
、
地
方
裁
判
所
の

中
に
あ
る
検
察
審
査
会
へ
出
掛
け
ま
し

た
。
何
し
ろ
裁
判
所
の
門
を
く
ぐ
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
初
め
て
の
こ
と
で

す
し
、
不
安
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

臼
審
査
会
議
は
、

平
均
し
て
月
に
二
、

三
回
聞
か
れ
ま
し
た
。
無
我
夢
中
で
会

議
に
参
加
し
て
い
た
せ
い
か
、
任
期
の

六
カ
月
が
ま
た
た
く
ま
に
過
ぎ
た
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

任
期
中
に
は
、
詐
欺
の
事
件
や
選
挙

違
反
の
事
件
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、

次
の
交
通
事
件
が
最
も
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。ニ

の
事
件
は
、

道
路
を
横
断
し
よ
う

と
し
た
S
子
ち
ゃ
ん
八
歳
が

B
運
転
の

乗
用
車
に
ひ
か
れ
て
死
亡
す
る
と
い
う

事
件
で
し
た
。

検
察
官
は
、
'
川
B
は
当
時
一
一
一
キ
ロ

の
ス
ピ
ー
ド
で
乗
用
車
を
運
転
し
て
い

た
が
、
約
二

0
メ
ー
ト
ル
先
に
S
子
ち

ゃ
ん
を
認
め
た
の
で
、
直
ち
に
減
速
し

て
、
七
・八
回
警
笛
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

同
約
二
メ
ー
ト
ル
に
接
近
し
た
と
き
、

急
に

S
子
ち
ゃ
ん
が
横
断
し
よ
う
と
し

て
飛
び
出
し
た
の
で
あ
り
、

B
は
急
ブ

レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
が
、
前
部
フ
ェ
ン
ダ

ー
を
S
子
ち
ゃ
ん
に
接
触
さ
せ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
c

付
し
た
が
っ
て
、
B

に
は
過
失
は
な
い
と
し
て
不
起
訴
に
し

ま
し
た
。

S
子
ち
ゃ
ん
の
ご
両
親
は
こ
れ
に
納

得
で
き
ず
、
検
察
審
査
会
に
相
談
に
み

え
た
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
検
察
庁
か
ら
事
件
の
記

録
を
取
り
寄
せ
て
調
べ
た
上
、
当
時
事

故
現
場
に
居
合
わ
せ
た
近
所
の
人
の
証

言
を
聞
き
、
更
に
事
故
現
場
を
調
べ
た

り
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
川
B
は
、
運
転
中
、
同

乗
者
と
雑
談
し
た
り
、
道
路
沿
い
の
知

り
合
い
の
庖
を
う
か
が
い
見
る
な
ど
、

前
方
を
十
分
注
視
し
て
い
な
か
っ
た
疑

い
が
あ
る
。
同
路
上
に
残
さ
れ
た
ス
リ

ニ
人

ツ
プ
痕
か
ら
見
て
、

B
子
ち
ゃ
ん
に
衝

突
す
る
直
前
は
約
四

0
キ
ロ
の
ス
ピ
ー

ド
で
乗
用
車
を
走
ら
せ
て
い
た
と
認
め

ら
れ
る
。
付
遺
族
に
対
し
て
も
十
分
誠

意
を
尽
く
し
て
い
な
い
。
な
ど
の
点
か

ら
、
「
B
の
過
失
は
認
め
ら
れ
る
か
ら
、

B
を
起
訴
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

と
議
決
し
ま
し
た
。

裳
m
審
査
会
か
ら
こ
の
議
決
書
を
受

け
取
っ
た
検
事
正
は
、
改
め
て
こ
の
事

件
を
捜
査
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
B
は
裁

判
所
に
起
訴
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

B

は
裁
判
所
で
有
罪
と
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
事
件
は
、
同
じ
年
ご
ろ
の
子
供

を
持
つ
母
親
と
し
て
、
他
人
事
と
は
思

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
、

私
た
ち
の
仕
事
が
社
会
の
正
義
の
た
め

に
幾
ら
か
で
も
役
に
立
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
さ
さ
や
か
な
誇
り
と
満
足
を
覚

え
て
い
ま
す
。

以
上
で

A
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感

想
文
の
紹
介
を
終
わ
り
ま
す
が
、
検
察

審
査
会
は
、
地
方
裁
判
所
や
主
な
地
方

裁
判
所
の
支
部
の
あ
る
と
こ
ろ
の
二

O

七
か
所
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

犯
罪
を
告
訴
、
告
発
し
た
人
や
、
犯

罪
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
人
で
、
検

察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
に
不
服
の
あ

る
人
は
、
だ
れ
で
も
検
察
審
査
会
に
審

査
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
立
て
の
費
用
は
無
料
で
す
し
、
ま
た
、

審
査
に
要
す
る
費
用
は
す
べ
て
国
費
で

賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
申
立
て
の
手
続
な
ど
で
分
か
ら

な
い
と
こ
ろ
は
、
近
く
の
検
察
審
査
会

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

富
山
地
方
裁
判
所

富
山
家
庭
裁
判
所

(7) 

八
月
の
歩
-
-
う
会

八
月
の
歩
こ
う
会
は
七
日
、
島

尻
、
坪
野
方
面
に
行
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
午
前
八
時
片
貝
線

東
蔵
行
パ
ス
に
乗
車
、
島
尻
下
車

(
徒
歩

)
l坪
野

l
帰
り
は
パ
ス
を

利
用
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
七
時
五
十
分

ま
で
電
鉄
魚
津
駅
に
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。
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国
民
健
康
保
険
は
、
み
な
さ
ん
が
保
険
料
を
出
し
合
い
、

こ
れ
に
園
も
財
政
負
担
を
し
て
、
病
気
時
の
不
時
の
出
資

を
な
く
し
て
生
活
を
助
け
合
う
た
め
の
制
度
で
す
。

国
保
会
計
の
五
十
一
年
度

の
決
算
見
込

d

『
小
さ
い
と
き
か
ら
健
康
管
理
が
行
き
と
ど
い
て
い
る
現
代

〈五
十
一
年
度
で
赤

字
を
解
消
〉

毎
年
か
さ
む
医
療
費

で
国
保
会
計
は
、
五
十

年
度
の
決
算
が
実
質

五
千
三
百
万
円
の
累
積

赤
字
を
か
か
え
苦
し
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

止
む
を
得
ず
昨
年
は
、

国
保
税
を
四

O
パ
ー
セ

ン
ト
ち
か
く
値
上
げ
し

て
国
保
会
計
の
健
全
化

を
は
か
り
ま
し
た
。

幸
い
医
療
費
の
伸
び

も
予
定
よ
り
か
な
り
下

ま
わ
り
、
国
の
財
政
援

助
や
、

一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
な
ど
に
よ
っ

て
よ
う
や
く
五
十
一
年
度
決
算
見
込
で

は
、
赤
字
財
政
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
年
は
、
税
率
を

引
き
上
げ
な
い
で

健
全
運
営
を

五
十
二
年
度
の
予
算
は
、
下
の
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
が
、
今
年
は
国
保
税

の
税
率
を
引
き
上
げ
な
い
で
、
健
全
運

営
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

健
滞全
納運

ρ4、
一邑

ご掃の
協にた
力め
を、

今
年
は
、
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
な

い
国
保
税
の
課
税
最
高
限
度
額
が
十
五

万
円
か
ら
十
七
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
納
税
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
よ
う
分
納
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
の
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
健

全
財
政
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
五
十

一
年
度
以
前
の
滞
納
が
相
当
数
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
の
滞
納
を
一
掃
し
て
健
全

運
営
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
み
ん
な
の
健
康
を
守
る
た
め
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

病健
気康
の相

早早談
期期で
治発、

療見
をと

市
で
は
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た

め
、
健
康
相
談
を
精
力
的
に
進
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
ね
た
き
り
病
人
等

に
つ
い
て
は
、
訪
問
指
導
を
行
な
い
、

リ
ハ
ビ
リ
に
よ
る
社
会
的
、
経
済
的
、

自
活
、
自
立
を
は
か
る
よ
う
力
づ
け
を

(8) 

行
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
が
受
け

ら
れ
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
る
の

が
健
康
保
険
の
目
的
で
す
。

受
診
率
が
増
え
、
医
療
費
が
増
え
る

の
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
た
だ
、
み

ん
な
が
常
に
身
体
に
注
意
し
て
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
心
が
け
れ
ば
医
療

費
の
伸
び
も
比
較
的
ゆ
る
や
か
に
な
り

ま
す
。治

療
が
遅
れ
て
、
全
快
が
長
び
け
ば

そ
れ
だ
け
医
療
費
が
か
さ
み
ま
す
の
で
、

お
互
い
に
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

総務費
39，209千円

保健婦設置費
18，668千円

その他の保険給付費
11，540千円

その他の支出
20，960千円

一般会計繰入金
15，577千円

|52年度国民健康保険事業会計予算|
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国
保
税
改
正
の
要
点

六
月
定
例
市
議
会
で
、
国
保
税
条
例

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主

な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
課
税
最
高
限
度
額
の
引
き
上
げ

今
ま
で
の
課
税
最
高
限
度
額
十
五

万
円
を
十
七
万
円
に
引
き
上
げ
ま
し

た。
ニ
、
擬
制
世
帯
主
の
課
税
廃
止

今
ま
で
、
世
帯
主
が
他
の
社
会
保

険
の
被
保
険
者
で
あ
る
場
合
に
、
そ

の
世
帯
内
に
国
保
に
加
入
し
て
い
る

人
が
い
る
と
、
そ
の
世
帯
主
の
所
得

や
資
産
も
課
税
の
対
象
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
を
廃
止
し
ま
し
た
。

=
一
、
低
い
所
得
世
帯
の
負
担
軽
減

付
前
年
の
所
得
が
二
十
万
円
に
(
世

帯
主
を
除
く
。
)
被
保
険
者
一
人
に
つ

き
十
四
万
円
を
加
算
し
た
額
を
超
え

な
い
世
帯
に
対
す
る
軽
減
は
、
十
四

万
円
の
加
算
金
を
十
五
万
円
に
引
き

上
げ
ま
し
た
。

口
前
年
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え

な
い
世
帯
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う

に
減
額
す
る
額
を
引
き
上
け
ま
し
た
。

均
等
割
額
で

二
、
二
ハ

O
円
を
三
、
二
四

O
円
に

平
等
割
額
で

二
、
八
八

O
円
を
三
、
九
六

O
円
に

同

前

年

の
所
得
が
、
二
十
万
円
に
(

世
帯
主
を
除
く
。
)
被
保
険
者
一
人
に

つ
き
十
五
万
円
を
加
算
し
た
額
を
超

え
な
い
世
帯
に
対
し
て
は
、
次
タ
」

お
り
減
額
す
る
額
を
引
き
上
げ
ま
し

た。

均
等
割
額
で
、

一
、
四
四

O
円
を
二
、
二
ハ

O
円
に

平
等
割
額
で
、

一
、
九
二

O
円
を
二
、
六
四

O
円
に

な
お
、
現
行
の
税
率
は
、
次
の
表
の

と
お
り
で
す
。

市
P
連
だ
よ
り

P
T
A
活
動

市
P
連
(
魚
津
市
P
T
A
連
絡
協

議
会
)
で
は
五
月
二
十
七
日
、
五
十

二
年
度
総
会
を
聞
き
、
功
労
の
あ
っ

た
次
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。
野
方
)
会
計
監
査
、
野
住
秋
男
(
住

住
吉
棄
次
、
木
谷
三
喜
吉
(
西
中
)
吉
)
七
沢
秋
政
の
諸
氏
を
選
び
ま
し

武
隈
博
信
(
大
町
)
佐
生
久
明
、
荻
原
た
。

勇
栄
(
村
木
)
田
代
昭
夫
、
盛
本
紀
活
動
方
針
と
し
て
は
か
心
の
豊
か

久
子
(
住
吉
)
石
田
孝
作
、
浜
藤
朝
な
人
間
に
な
ろ
う
。
を
柱
に
、
特
に

子
(
本
江
)
木
下
和
雄
、
村
井
久
子
市
教
委
指
導
に
よ
る
P
T
A
地
域
活

(
吉
島
)
波
房
節
子
(
経
団
)
と
経
動
事
業
を
重
点
的
に
計
画
、
ま
た
広

田
小
学
校
育
成
会
(
団
体
)
の
十
二
報
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
な
ど
を

人

一

団

体

で

す

。

決

定

し

ま

し

た

。

ま
た
、
五
十
二
年
度
役
員
に
、

会
長
・
千
田
稔
(
大
町
)
副
会
長
、

浜
多
弘
之
(
村
木
)
向
、
経
沢
稔
、

健
保
等
の

『
被
扶
養
者
認
定
基
準
き
ま
る
』

こ
の
た
び
、
健
保
等
の
被
扶
養
者
の

認
定
基
準
が
次
の
と
お
り
き
ま
り
ま
し

た
。
現
在
の
国
保
の
被
保
険
者
の
方
で

認
定
基
準
に
該
当
す
る
方
は
、
被
扶
養

者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
場
合
も
生
じ
ま

す
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

認
定
基
準

一
、
認
定
対
象
者
が
被
保
険
者
と
同
一

世
帯
の
場
合
は
、
認
定
対
象
者
の
年

間
収
入
が
七
十
万
円
未
満
で
、
か
っ

被
保
険
者
の
収
入
の
二
分
の
一
未
満

で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、
被
扶
養

者
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

二
、
認
定
対
象
者
が
被
保
険
者
と
同
一

世
帯
で
な
い
場
合
は
、
認
定
対
象
者

の
年
間
収
入
が
七
十
万
円
未
満
で
あ

っ
て
、
か
つ
被
保
険
者
の
仕
送
り
額

よ
り
少
な
い
と
き
は
、
原
則
と
し
て
、

被
扶
養
者
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
民
課
国
保
係

宮
内
線
2
2
8
へ
ど
う
ぞ

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
(
敬
称
略
)

市
に
次
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
掛
時
計
一
台

l
道
下
保
育
園
備
品
緑

町
本
元
孝

一

マ
三
十
万
円

l
市
民
い
こ
い
の
場
造
り

の
一
端
と
し
て
桜
苗
木
百
本
魚
津
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
吉
野
豊
二

マ
十
三
万
七
千
八
百
円

1
青
島
保
育
園

備
品
財
団
法
人
道
下
振
興
協
会
理
事

長
大
崎
利
三
男

マ
十
三
万
七
千
八
百
円

l
道
下
保
育
園

備
品
財
団
法
人
道
下
振
興
協
会
理
事

長
大
崎
利
三
男

マ
五
十
万
六
百
五
十
円

1
村
木
小
備
品

緑
町
早
川
元
彦

マ
二
万
円

1
大
町
小
備
品
新
角
川
一
丁

目
沢
田
昭
夫

子
供
の
交
遂
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
る
た
め

七
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
月
間
で
す
。
魚
津
区
保
護
司
会

で
は
、
次
の
重
点
目
標
を
か
か
げ

て
非
行
防
止
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す。マ
地
域
社
会
に
お
け
る
青
少
年
非

行
の
防
止

マ
町
ぐ
る
み
摘
も
う
非
行
は
芽
の

う
ち
に

魚
津
区
保
護
司
会

o'_'_'・・a・ー・-._.-._.ー._・ー"・ー・_.-._._._.-._.-._.ー._.-._.-._.-.-.-._.-._.-.-、

， 会員募集郷土民謡みのり会 ! 
t fグ/郷土民言謡岳を育てよう

り会」てでで、，.は， 会員を 募 集 し て い ま : 

: す。どなたも入会でで.きます。

指導場所 勤労青 少 年 ホ ー ム

日 時毎週火曜日午後 7時か!

ら午後 9時まで i 
i 申込先勤労青少年ホーム

' 宏t22-4330 ‘

指 導 者 民 謡 宮坂彦成 i 
代表者宮坂彦成宮24-5404

(9) 
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一一一一川
義
茶
飯
涯
を
康
雄

…一年
産
盤
整
mmm…

場

券

謝

(
高
校

・
大
学
生
を
含
む
)
の
三
部

に
分
け
、
各
部
に

最
優
秀
一
名

優

秀

二

名

佳

作

若

干

名

を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
を
贈
り

ま
す
。

※
締
切
日

v 

こ
と
し
、
本
市
が
老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
推
進

• 企

v 

市
で
は

V

事
業
実
施
団
体
に
国
か
ら
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

A 

こ
れ
を
契
機
に
積
極
的
に
こ
の
事
業
を
推

し
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

v 

• 

老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
、
つ
く
り
の
基
本
は

マ
老
人
を
い
た
わ
り
、
大
切
に
す
る
。

マ
老
人
の
能
力
を
い
か
し
、
生
き
が
い

を
た
か
め
る
。

マ
老
人
の
孤
独
を
な
く
し
、
市
民
各
層

と
の
交
流
を
ふ
か
め
る
。

北
電
が
招
待
し
た
老
人
ク
ラ
ブ
の

‘
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
事
業
は
、
市

民
の
積
極
的
参
加
と
協
力
を
も
と
に
、

老
人
の
た
め
の
各
種
事
業
を
総
合
的
に

行
い
、
老
人
の
た
め
の
楽
し
く
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
を
達
成
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
、
実
施
期
間
は
、
五
十
二
年
か
ら

五
十
四
年
ま
で
の
三
カ
年
。
総
額
九
千

万
円
の
事
業
費
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

事
業
の
内
容
は
、
老
人
趣
味
の
教
室

の
開
設
や
、
健
康
農
園
の
設
置
な
ど
い

ろ
い
ろ
の
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、

細
部
の
実
施
計
画
が
決
ま
り
次
第
そ
の

都
度
広
報
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
住
民
総
参
加
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

惨
た
の
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
か
ら

敬
老
の
標
語
を

募
集

市
で
は
、
老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま

ち
推
進
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
広
く

次
の
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

※
題
材
は
、
敬
老
に
関
す
る
も
の

※
対
象
は
、
小
学
生
・
中
学
生
・
一
般

八
月
六
日

※

発

表

入

賞

作

品

は
本
人
に
通
知
す
る

と
と
も
に
、
市
広
報

九
月
号
で
発
表
し
ま

す。
※
送
り
先
応
募
は
、

ハ
ガ
キ
に
標
語
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
年
齢
(
小
学
生
、

中
学
生
、
一
般
の
別
)

を
記
入
の
上
干
仰
魚

津
市
釈
迦
堂
一
丁
目

十
番
一
号
魚
津
市
役

所
社
会
福
祉
課
内
老

人
の
た
め
の
明
る
い

ま
ち
推
進
協
議
会
あ

て
送
付
の
こ
と
。

。。

一
一
⑨
ゅ
う
び
ん
一

一

ミ

ニ

ガ

イ

ド

…

…
。
暑
中
見
舞
用
絵
は
が
き
の
発
行
…

…
郵
便
局
で
は
、

暑
中
見
舞
用
と

…

…
し
て
絵
入
り
官
製
は
が
き
を
七
月
…

…
一
日
か
ら
発
売
し
ま
す
。
…

…
表
面
に
夏
山
を
、
裏
面
は
せ
き
…

…
れ
い
(
鳥
)
と
み
ず
ひ
き
(
草
)
を
画
…

…
い
た
美
麗
印
刷
の
二
種
類
で
、
売
…

…
価
は
普
通
は
が
き
と
同
じ
一
枚
二
…

…
O
円

で

す

。

…

…

友

人

・
知
人
や
お
得
意
様
へ
の
…

…
涼
し
い
夏
だ
よ
り
や
、
ダ
イ
レ
ク
…

…
ト
・
メ

i
ル
と
し
て
大
い
に
利
用
…

…

し

て

く

だ

さ

い

。

…

…
。
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き
の
…

…
賞
品
引
き
換
え
は
お
早
〈
…

…
五
十
二
年
の
お
年
玉
っ
き
年
賀
…

…
は
が
き
の
賞
品
引
き
換
え
は
、
七
…

…

月

十

九

日

ま

で

で

す

。

…

…
ま
だ
受
取
っ
て
い
な
い
方
は
お
…

…
早
く
引
き
換
え
く
だ
さ
い
。
…

…

g
n
l
0
3
0
0
魚
津
郵
便
局
…

f
!
!
!
!
i
!
!
!
!
!
i
i
L
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改
善
さ
れ
た
国
民

年
金

国
民
年
金
は
、
年
々
そ
の
内
容
が
改

善
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
さ
き
の

国
会
で
法
律
が
改
正
さ
れ
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
充
実
し
た
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

拠

出

年

金

年
金
額
の
引
き
上
げ
は
七
月
か
ら
。

物
価
ス
ラ
イ
ド
率
は
九
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。

¥ 

年金額の引き上げ

年金種別 現 r'f 改 正 後

老
5年年金 180，000円 (月15，000円) 196，900円 (月 16，408円)I 

齢 10年年 金 246，000円(月20，500円) 269，100円(月22，425円)I 

年 25年 年 金 390，000円(月32，500円) 426，700円(月35，558円)
金

40年 年 金 624，000円(月52，000円) 682，700円 (月56，891円)

障害年金| ;;  
495，000円(月41，250円) 541，500円 (月45，125円)

396，000円(月33，000円) 433，200円(月36，100円)

母子(準母子)年金 396，000円(月33，000円) 433，200円(月36，100円)

遺児年 金 396，000円(月33，000円) 433，200円(月36，100円)

九

万
円

百

。
万 1 ~ 
円年金 準 円百三年婦害老月(得、緩

収 母、六万収の年齢実本制本和制
二 子母 四円百場金、施年限人 限
百 年子 万↓ 五合 夫障 )五 所の

改正後

180，0∞円 (月15，000円)

270，000円(月22，500円)

180，∞0円(月15，000円)

234，000円(月19，500円)

現行

162，000円 (月13，500円)

243，ωo円(月20，300円)

162，000円(月13，500円)

211，200円(月17，600円)

2
、
扶
養
義
務
者
所
得
制
限

六
人
世
帯
の
場
合

年
収
八
百
七
六
万
円
据
え
置
き

3
、
恩
給
等
と
の
併
給
制
限
(
本
年
八

月
実
施
)
二
八
万
円
↓
三
三
万
円

n

昔、

支
払
い
は
、
盆
暮
れ
払
い
に
(
本

年
十
月
実
施
)

従
来
の
支
払
月
で
あ
る
一
月
、
五
月
、

九
月
を
、
四
月
、
八
月
、
十
二
月
と

盆
暮
れ
払
い
が
実
現
し
ま
す
。
な
お
、

十
二
月
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
希
望

に
応
じ
て
十
一
月
に
支
払
い
さ
れ
ま

す。「
年
金
ア
ラ
カ
ル
ト
」

質
問
に
答
え
て

(
そ
の
四
)

問

私
は
、
七
月
で
五
五
歳
に
な
り
定

年
で
会
社
を
退
職
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
二
十
三
年
厚
生
年

金
を
掛
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
六

O
歳
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
す

る
と
厚
生
年
金
と
、
国
民
年
金
の
両

方
か
ら
年
金
が
も
ら
え
る
と
聞
き
ま

し
た
が
ほ
ん
と
う
で
し
ょ
う
か
。

答
そ
の
と
お
り
で
す
。
国
民
年
金
以

外
の
公
的
な
年
金
制
度
か
ら
老
齢
(

退
職
)
年
金
を
う
け
る
こ
と
が
で
き

る
人
は
、
退
職
後
六
O
歳
に
な
る
ま

で
国
民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納

め
(
一
年
以
上
)
ま
す
と
、
六
五
歳
か

ら
通
算
老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
場
合
で
す
と
、
六

O
歳

か
ら
二
十
三
年
間
に
見
合
う
厚
生
年

金
と
、
六
五
歳
か
ら
五
年
間
に
見
合

う
国
民
年
金
の
通
算
老
齢
年
金
(
五

十
二
年
六
月
現
在
で
計
算
す
る
と
年

額
七
万
八
千
円
)
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

善意のまどご寄付(叡都略)

友井源太郎 中央通り二丁目 6ー 7 30，000円

本村芳郎 諏訪町 5-7 10，000 

竹 重夫 新金屋一丁目 4-24 30，000 

海原隆吉 諏訪町13-6 30，000 

吉森茂樹 中央通り一丁目 4-8 100，000 

保里良作 黒沢451 50，000 

杉森竹男 文化町 5-32 30，000 

大島英夫 釈迦堂340-1 5，000 

三浦輝之 港町 1-11 10，000 

越 とめ 吉島285 20，000 

魚津市壮年交友会
代表黒崎政雄 10，000 

小林 嘉六 本町二丁目 12-21 10，000 

篠智昌哉 双葉町 20，000 

JKC富山しんきろう支部
松原 莞 大光寺I，512 15，ooo 
笹田 勉 緑町 6-7 20，000 

ヤクルト魚津親交会 11 ，200 

湯上俊雄 大光寺1，488 10，000 

早崎キミ子 有山633 20，000 

新川青年会議所 5，210 

大野昭二 上村木 1-4 -7 2，000 
，茶道裏千家
淡 交会魚津支部青年部 50，000 

友田道治 新角川二丁目 2-39 3，000 

富 山県移動商業組合
10，000 理事長田畑剛佳 富 山市千石町

本江元町町内会 5，110 

高畠賢治 吉島3，276-1 2，000 

匿名 1，000 

魚津地区同盟 ・ 1，726 

魚津市役所 12，196 

中島茂松 並木町13ー 5 6，000 

三輪キヨ 吉野313 10，000 

小林 嘉六 本町二丁目 12-21 中古
電気洗濯機 1台

島ときい 経田中町11-2 衣料品40点

上野典夫 上村木407 衣類 8点

島田 喜水 吉島1.131 書籍 3冊

沢本章 置物御所車

越 とめ 吉島285 桃源 4kg 

勤労青少年ホーム 古切手4，000枚

魚i掌ライオンズクラフ'
吉野豊二 村木町 7-11 古切手1，268枚

若林則子東城 古切手2，250枚

魚津善意銀行

。1)
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昨
年
一
世
帯
当
り
七
、
ニ
六
五
円
の
負
担

昨
年
一
年
間
で
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
量

+品
、

不
燃
物
が
約
一
、
ニ
九
六
ト
ン

可
燃
物
が
約
一

O
、
O
三

0
ト
ン

こ
れ
を
処
理
す
る
た
め
に
要
し
た
費

用
は
、
約
総
額
八
千
八
百
六
十
七
万
八

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
額
を
昨

年
の
九
月
の
世
帯
数
で
割
っ
て
見
ま
す

と
、

一
世
帯
当
り
約
七
千
二
百
六
十
五

円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

ば
か
に
な
ら
な
い
ゴ
ミ
の

処

理

費

‘
せ
い
ぞ
ろ
い
し
て
「
さ
あ

l
出
発
だ」

各
家
庭
か
ら
で
る
ゴ
ミ
の
処
理
費
も

一
年
分
と
な
る
と
、
小
学
校
用
の
新
し

い
プ
l
ル
を
三
か
所
も
作
る
こ
と
が
で

き
る
額
と
な
り
ま
す
。

私
達
が
出
す
ゴ
ミ
の
中
に
は
、
ま
だ

ま
だ
利
用
の
で
き
る
も
の
、
資
源
と
し

て
再
生
で
き
る
も
の
、
あ
る
い
は
田
や

畑
に
入
れ
て
、
肥
料
に
な
る
も
の
な
ど

多
く
の
も
の
が
混
入
し
て
出
さ
れ
て
い

ま
す
。市

で
は
、
ゴ
ミ
収
集
車
五
台
に
収
集

す
る
人
十
四
名
が
毎
日
出
勤
し
て
汗
み

ど
ろ
で
処
理
に
当
っ
て
い
ま
す
。

分
別
処
理
を
し
て
減
量
を

各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
も
、
も

う
ひ
と
工
夫
す
れ
ば
、
ぐ
ん
と
減
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ゴ
ミ
を
分

別
し
て
再
利
用
や
、
廃
品
回
収
に
ま
わ

せ
ば
、
そ
れ
だ
け
量
が
少
な
く
な
り
、

皆
さ
ん
の
負
担
も
少
な
く
な
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

特
に
七
月
八
日
は
、
ゴ
ミ

が
多
量
に
出
さ
れ
ま
す

す
い
か
の
皮
な
ど
は
燃
え
な
い
ゴ
ミ

の
筆
頭
に
上
が
り
ま
す
。
多
く
の
費
用

暑さ と悪臭との戦いを続ける

V ピットの運転室

を
か
け
て
燃
や
す
よ
り
土
に
返
す
こ
と

が
一
番
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
再
利

用
で
き
る
も
の
は
活
用
し
て
、
ゴ
ミ
の
減

量
に
つ
と
め
、水
を
よ
く
切
っ
て
質
の
よ

い
ゴ
ミ
を
出
す
よ
う
心
掛
て
く
だ
さ
い
。

区 分 市の収集車 委 託 事 一 般 持 込 l口h、 5十
51.4月 591，020 kg 170，360 kg 46，300 kg 807，680 kg 

5月 565，020 203，960 48，720 817，700 
6月 617，800 155，800 52，760 826，360 
7月 647，580 202，580 68，400 918，560 
8月 667，000 305，200 62，780 1，034，980 

9月 558，820 191，220 48，700 798，740 
10月 547，020 178，460 46，580 772，060 
11月 587，480 204，680 41，460 833，620 

12月 679，920 167，440 45，900 893，260 
52.1月 557，460 158，900 40，560 756，920 

2月 453，880 143，980 31，740 629，600 
3月 658，620 208，160 74，020 940，800 

合計 7，131，620 2，290，740 6 607，920 10，030，280 

ゴ
ミ
の
量

魚
津
市
内
か
ら
運
ば
れ
た
昨
年
度
の

聞
い
て
く
だ
さ
い

現
場
の
声

西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー

場
長岩

井
中
久
雄
さ
ん

の

声

悪
臭
か
ら
解
放
さ
れ
て
ひ
と
風
呂

‘
あ
ぴ
る
収
集
職
員

品
U
，

一
、
ま
ず
、
燃
え
な
い
も
の
と
、
燃
え

。

る
も
の
と
の
区
分
を
は
っ
き
り
す
る

こ
と
。
特
に
魚
津
の
ゴ
ミ
に
言
え
ま
す
。

二
、
水
分
を
多
量
に
含
ん
だ
も
の
は
困
る
。

水
切
り
を
充
分
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

三
、
ビ
ニ
ー
ル
、
ゴ
ム
系
統
の
ゴ
ミ
は

混
入
し
な
い
こ
と
。
(
ハ
ッ
ポ
ウ
1

シ

チ
l
ル
も
)
こ
れ
は
ろ
を
い
た
め
る
。

四
、
危
険
物
(
ス
プ
レ
ー
、
ガ
ス
ラ
イ

タ
ー
の
空
な
ど
。)
を
混
入
し
な
い
こ
と
。

作
業
職
員
が
け
が
を
す
る
。
特
に
目

を
い
た
め
る
。

ゴ
ミ
収
集
職
員

の

声

岩井中さん

一
、
ゴ
ミ
集
積
場
所
前
に
、
不
法
駐
車

が
し
て
あ
っ
て
収
集
が
困
難
で
あ
る
。

二
、
狭
い
道
路
の
電
柱
の
横
に
駐
車
が

し
て
あ
る
場
合
、収
集
車
が
通
れ
な
い
。

三
、
交
差
点
の
左
右
に
ゴ
ミ
を
置
い
て

あ
る
場
合
は
、
困
る
。

四
、
ゴ
ミ
袋
の
底
が
抜
け
て
い
る
の
が

一
番
困
る
。

五
、
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
あ
る
量
が
重
す

ぎ
て
持
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
が
あ
る
。

六
、
特
に
営
業
用
と
思
わ
れ
る
ゴ
ミ
に

多
い
。
こ
れ
は
自
発
的
に
自
家
用
車

で
運
ん
で
も
ら
い
た
い
。

七、

不
燃
物
、
可
燃
物
の
置
場
所
が
一

か
所
で
あ
る
場
合
、
混
合
し
て
い
て

収
集
が
困
難
で
あ
る
。

八
、
冬
か
ら
春
に
か
け
、
豆
た
ん
の
火

の
あ
る
も
の
が
出
さ
れ
て
い
る
。
収

集
車
の
中
で
燃
え
た
り
、
セ
ン
タ
ー

の
ピ
ッ
ト
の
中
で
燃
え
上
が
り
危
険

で
あ
る
。
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資
源
の
再
利
用

券
}
グ
・

現
在
市
内
で
は
、
廃
品
を
回
収
し
て

P
T
A
が
子
供
た
ち
の
教
材
や
教
具
の

費
用
に
当
て
て
い
る
と
こ
ろ
、
ま
た
児

童
ク
ラ
ブ
の
活
動
費
な
ど
に
当
て
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
物
を
大
切
に
す
る
心
を
養

い
、
少
な
い
資
源
の
再
利
用
に
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。

い
ま
な
に
げ
な
く
捨
て
て
い
る
廃
品

を
回
収
し
て
、
役
立
て
、
大
き
な
実
績

を
上
げ
て
い
る
、
金
浦
町
の
貯
蓄
推
進

モ
デ
ル
地
区
の
代
表
の
方
か
ら
活
動
の

実
際
に
つ
い
て
一
文
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

廃
品
回
収
に
よ

せ
て

毎
回
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
中

に
無
雑
作
に
捨
て
ら
れ
た
衣
類
、
折
り

た
た
ま
れ
た
大
型
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
十
文

字
に
し
っ
か
り
結
ぼ
れ
た
古
新
聞

・
維

』
司
重
く
て
底
が
破
ぶ
れ
る
ゴ

ミ
袋

誌

・
こ
れ
ら
が
間
も
な
く
清
掃
車
の
中

で
モ
ミ
ク
チ
ャ
に
さ
れ
、
一
筋
の
煙
り

に
な
っ
て
し
ま
う
事
を
考
え
る
と
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
不
安
を
お
ぼ
え
る
の

で
し
た
。

こ
ん
な
矢
先
に
、
金
浦
町
が
五
十
年

八
月
か
ら
三
か
年
、
魚
津
市
貯
蓄
推
進

モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を
う
け
ま
し
た
。

貯
蓄
を
す
る
に
は
、
ま
ず
物
を
大
切

に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

d

司
ま
だ
再
利
用
で
き
る
ゴ
ミ
が
/

そ
れ
は
廃
品
を
回
収
し
て
役
立
て
る

こ
と
で
す
。
日
本
は
ご
存
知
の
通
り
資

源
の
乏
し
い
国
で
す
。
捨
て
る
前
に
も

う
一
度
役
立
て
ま
し
ょ
う
、
と
取
り
組

み
ま
し
た
。

初
年
度
は
五
日
を
廃
品
の
回
収
日
と

決
め
て
有
志
で
集
め
ま
し
た
。
い
つ
も

同
じ
メ
ン
バ
ー
で
ほ
と
ん
ど
一
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。

二
年
目
は
第
一
日
曜
日
に
変
更
し
て
、

七
つ
の
班
を
順
次
当
番
制
に
し
ま
し
た

の
で
、
一
人
、
年
間
二
回
で
す
む
わ
け

で
す
。
仲
間
意
識
は
強
い
も
の
で
す
。

捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
中
か
ら
役
立
つ

品
を
捨
い
出
し
、
金
浦
会
館
ま
で
運
ぶ

勇
気
も
で
ま
し
た
。

新
し
い
庖
舗
が
出
来
る
の
で
、
邪
魔

に
な
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
引
き
取
っ
て
ほ

し
い
と
依
頼
が
あ
れ
ば
、
「
や
っ
て
み

ま
し
ょ
う
か
」
と
一
決
、
早
速
た
く
さ

‘
ん
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
谷
間
の
中
で
の
荷

作
り
が
始
ま
り
ま
す
。

貯
蓄
推
進
に
つ
な
が
る
ま
宋
で
あ
り
、

私
達
に
出
来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

あ
る
と
思
う
と
、
疲
れ
も
汗
も
吹
き
飛

ぶ
心
地
が
し
ま
す
。

回
収
品
目
は
、
古
新
聞
・
雑
誌

・
ダ

ン
ボ
ー
ル
・
ボ
ロ
・

酒
び
ん

・
ビ
ー
ル

び
ん

・
鉄
く
ず
等
で
す
。

一
年
目
は
、
月
平
均
五
千
円
程
度
で

し
た
が
、
二
年
目
に
な
っ
て
か
ら
八
千

円
と
増
え
て
い
ま
す
。
今
月
で
二
十
一

回
の
回
収
に
な
り
ま
す
。

雑 誌=1キロ約 3円

= 1キロ約13円

廃品のねだん

新聞，

ボロの類

鉄くず ・自分量で自転車1台分

ダンボール，

約300円

ご寄付ありがとうございましだ

10，000円黒部市吉田

尊
い
会
員
の
汗
の
結
晶
は
、
み
ん
な

で
話
し
合
っ
た
上
、
老
人
会

・
P
T
A
、

町
内
運
動
会

・
教
養
の
た
め
の
雑
誌
の

回
覧
や
、
趣
味
の
生
花
な
ど
と
幅
広
く

利
用
し
て
い
ま
す
。

戦
前
に
生
き
た
私
達
主
婦
は
、
つ
ま

ら
ぬ
物
ま
で
大
切
に
保
管
す
る
習
性
を

も
っ
て
い
る
様
で
す
。
思
い
き
っ
て
年

に
一
度
整
理
す
る
と
家
の
中
も
広
く
な

り
、
心
の
中
の
モ
ヤ
/
¥
ま
で
さ
っ
ぱ

り
し
ま
す
。

こ
う
し
て
私
達
婦
人
会
は
、
廃
品
回

収
を
通
じ
て
町
に
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
燈
を
と
も
し
、
金
浦
町
民
の
親
近

感
を
高
か
め
る
こ
と
に
役
立
つ
こ
と
の

出
来
た
こ
と
を
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。貯

蓄
推
進
モ
デ
ル
地
区
代
表

300，000 

タオル10本滑川市田中新町

たばこは地元で買いましょう。

YKK奇術クラブ
代 表中田正二

理事会

滑川市婦人会有志
代 表堀江幸子

五月会一同 富・新総曲輪県議会事務所内タオル60本
たし、ニ 2 コ

北電魚津営業所新金屋一丁目 タンバリン 16コ
スタネ ント17コ

清水弥生経団 お菓子折鶴

経団老人クラブ お菓子

堀川 好子黒部市荻生121 そうめん

山田村村議会 笹たけ

ふとん・おむつ・他 768点
桂寿会 お菓子造花(花びん付)

新川ヴィーラ

固定資産税第2期分

国民健康保険税第 1期分

納期限7月31日
売り上げは

たばこ消費税となLて市の収入になります。

(13) 
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ムチ所役市戦熱の会大権手選道手空v
 

文
明
の
発
達
と
と
も
に
体
力
が
衰
え

て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

人
ひ

と
り
の
協
力
と
理
解
に
よ
っ
て
、
住
民

が
総
参
加
で
き
る
楽
し
い
体
育
活
動
を

盛
り
上
げ
、
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
健

康
で
力
強
い
体
力
の
保
持
に
つ
と
め
ま

し
ょ
う
。

市
が
国
か
ら

『
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
市
』
の

指
定
を
う
け
る
グ

こ
の
た
び
市
が
文
部
省
か
ら
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
指
定
市
の
指
定
を

う
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
住
民
の
聞
に
、
日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
奨
励
し
て
定
着

さ
せ
、
住
民
が
健
康
で
明
る
く
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、

具
体
的
に
は
、
こ
の
事
業
を
推
進
す
る

た
め
に
国
が
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、
市
で
は
こ
れ
を
う
け
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
育
成
し
て
地
域
に
永
続
的
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
事
業
の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

一
、
企
画
連
絡
会
議
の
設
置

(
こ
れ
は
育
成
を
企
画
す
る
た
め
に

体
育
指
導
委
員
や
、
地
区
体
育
振
興

会
な
ど
で
組
織
す
る
。)

二
、
広
報
活
動
の
充
実

三
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
指
導
者
研
修
の

実
施

四
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
設

五
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

六
、
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
実
施

七
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
設
置

市
で
は
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
こ
と
を
実

行
に
移
す
た
め
に
、
地
区
公
民
館
を
通

じ
て
、
そ
の
母
体
と
な
る
組
織
づ
く
り

を
進
め
各
地
区
に
、
地
区
体
育
振
興
会

の
結
成
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

体
育
指
導
委
員
方
な
ど
の
協
力
に
よ

り
、
早
く
結
成
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。

4
『
労
災
病
院
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

気
軽
に
参
加
し

よ
う
ス
ポ

ー
ツ
教
室

市
で
は
、
市
民
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室

を
、
年
間
十
二
種
目
開
設
し

て
い
ま
す
。

七
月
は
、
次
の
教
室
を
開

設
し
ま
す
か
ら
、
初
心
者
の

方
、
日
ご
ろ
運
動
不
足
の
方

は
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

一
陸
上
競
技
教
室

日

時

七

月
二
十
四
日
・

富山県空手道選手権大会成績
団体戦 l位日本海重 工

2位魚津市役所
3位魚津支部

個人(組手)1位湯谷信竹(富山支部)

2位平田紀雄(魚津支部)

1位谷越隆征(魚津支部)

2位湯谷信竹(富山支部)
個人(形)

31 31 29 24 22 17 16 15 15 13 12 8 6 3 2 1 日

月7 
日 日 金 日 金 日土 金 金 水火 金 水 日 土 金 日程 7 σ〉

休館日 朝
朝

夜
朝

夜
全

夜
朝 朝

夜
畳

夜 時間 総月畳 畳 畳 畳 夜
畳 畳

日

中 大 中 中 中 全 中 大 大 中 全 大 大 中
室名

dEhZ 悔

4 体 体 体 体 体 館 体 中 中 体 箆 体 体 体

体育館11 
栄友町

市
市ア

市 市

(教富県委山 体育実技講習

市
際国プ

北銀魚津支E J 〈

側北電
市

レ レ レ レ レ

18 ク ーマ ク ク ク ク 行

スポ
チ ~ロ ノ〈 1) 

A 予~ 25 エ レユ コ二 コL エ アレ レ ~ 

臼

子動親運会

スア スス 事

グ〉 i、zソ?i: ン ン' ユ〆 二〆 ボ ン

行事四 ヨ ン ヨ ヨ ヨ -マ

北〈

ヨ

日 ン

大iZグb三、

ン
Faj t 

ン ン 、7 /レ ン 名

間 教室 教室
) ンク'

教室 会大 教室
チ

教室

一 一一
、‘E
E

，，r
s岨

E
・・・・・
'
'
E
E

‘、

三
十

一
日
の
二
日
間

場
所
市
営
吉
田
グ
ラ
ン
ド

対

象

中

学

・
青
年

二

水
泳
教
室

日

時

七

月
二十六
日
i
三
十
日
の
五
日
間

場
所
束
中
プ
l
ル

対

象

幼

児

i
小
中
学
校
の
親
子

申
し
込
み
参
加
希
望
者
は
市
教
委
、

ま
た
は
総
合
体
育
館
ま
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
当
日
の
受
け
付
け
も
し
ま
す
。

保
険
料
一
き
円
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

。 。
計画ムか明 六 九百

リらる 月 貯期特
貯蓄 なく

い七十

未 1五蓄
ム

百五?運別ダ
な 貯日動

く蓄 ! 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー - - - - - - - - - - -



第三種郵便物認可・・...昭和52年 7月 1日発行広報うおづ7月号…あなたと市政をむすぷ

『
明
日
を
築
く
豊
な
ま
ち

魚
津
』
へ

夏
の
防
犯
運
動
を
展
開

|

|
七
月
二
十
一
日
j

八
月
三
十
一
日
|

|

健
康
で
開
放
的
な
夏
が
来
ま
し
た
。

涼
を
求
め
て
、海
や
山
に
で
か
け
た
り
、

各
地
で
納
涼
行
事
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

各
家
庭
で
は
、
外
出
す
る
機
会
が
多

く
な
り
家
を
空
け
る
こ
と
も
多
く
な
り

ま
す
。
そ
こ
が
犯
罪
の
っ
け
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
夏
を
楽
し
く
過
す
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
充
分
注
意
し
て
犯
罪
を
未

然
に
防
止
し
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

マ
盗
難
防
止

自
転
車
に
は
、
必
ず
カ
ギ
を
か
け
ま

し
ょ
、
っ
。

d

司
国
鉄
駅
前
に
建
て
ら
れ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
防
犯
塔 外

出
に
は
家
の
カ
ギ
か
け
を
忘
れ
な

い
よ
う
。

マ
性
犯
罪
の
防
止

夏
は
薄
着
に
な
り
ま
す
。
女
性
は
特

に
服
装
に
注
意
し
て
、
痴
漢
な
ど
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

マ
少
年
の
非
行
防
止

怠
学
、
怠
業
や
金
銭
の
乱
費
を
い
ま

し
め
正
し
い
生
活
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

マ
水
死
事
故
の
防
止

幼
児
も
海
や
川
辺
で
遊
ぶ
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
保
護
者
は
絶
対
に
目
を

は
な
さ
な
い
よ
う
、
常
に
見
守
っ
て
や

り
ま
し
ょ
う
。

マ
暴
力
犯
罪
の
防
止

暴
力
犯
罪
を
見
た
り
、
被
害
に
あ
っ

た
ら
す
ぐ
8
1
1
0
番
し
ま
し
ょ
う
。

市
が
盗
犯
防
止
重
点
地
区
の

指
定
を
受
け
る

市
が
、
国
か
ら
四
月
一
日
盗
犯
防
止

重
点
地
区
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
市
で

は
こ
れ
を
受
け
て
、
地
区
住
民
の
代
表

十
名
を
選
ん
で
、
盗
犯
防
止
推
進
委
員

会
を
作
り
、
こ
の
運
動
を
強
力
に
推
進

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。現

在
こ
の
運
動

の
一
環
と
し
て
、

各
戸
に
「
盗
犯
防

止
重
点
地
区
」
の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
配

付
し
て
、
意
識
の

高
揚
に
つ
と
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
、
富
山
県

で
お
き
た
盗
犯
件

数
は
、
六
、
七
四
八

件
で
魚
津
市
で
は

二
九
五
件
も
盗
犯
が
お
き
て
い
ま
す
。

重
点
地
区
の
指
定
は
、
市
民
の
意
識

を
高
揚
し
て
こ
れ
ら
の
犯
罪
を
一
掃
す

る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
市
民
総

参
加
に
よ
っ
て
盗
犯
の
な
い
明
る
い
町

づ
く
り
を
達
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

グ
さ
あ
夏
だ
4

暑
さ
に
負
け
な
い

で
安
全
運
転

夏
は
暑
さ
か
ら
、
身
心
に
疲
れ
が
生

じ
車
の
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
海
や
山
へ
の
行
楽
に
無
理
な
ス
ケ

ー
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
の
過
労
や
、
居
眠
り

な
ど
に
よ
り
発
生
す
る
も
の
で
す
。

交
通
事
故
は
、
し
あ
わ
せ
な
家
庭
を

ま
さ
か
?
と
思
う
が
:
.

:
:
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
で
す

一
瞬
に
し
て
不
幸
の
ど
ん
底
に
つ
き
落

し
ま
す
。

お
た
が
い
に
不
幸
を
作
ら
な
い
よ
う
、

平
素
か
ら
次
の
こ
と
を
守
り
、
安
全
運

転
に
徹
し
ま
し
ょ
う
。

発
車
前
の
五
つ
の
奮
い

マ
飲
酒
運
転
を
し
な
い

マ
ス
ピ
ー
ド
違
反
を
し
な
い

マ
脇
見
運
転
を
し
な
い

マ
無
理
な
追
い
越

L
は
し
な
い

マ
居
眠
り
運
転
を
し
な
い

H
U

さ
あ
今
日
も
五
ツ
の
誓
で

安
全
運
転

グ

電
話
用
配
管
は

太
田
に

新

・
増
改
築
の
際
は
電
話
の
種

類
に
応
じ
た
配
管
を
し
て
く
だ
さ

例
え
ば
、
ホ
l
ム
テ
レ
ホ
ン
の

場
合
は
太
目
で
三
カ
所
以
上
の
配

管
が
必
要
で
す
。

く
わ
し
く
は
宮
n
1
4
9
9
4

(
無
料
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。な

お
、
電
話
の
お
問
い
合
わ
せ

は
E
n

-
-
0
0
0
(
無
料
)
へ

ど
う
ぞ
。

魚
津
電
報
電
話
局

お保せ
知存り
ら会込
せのみ

練蝶
習六
日踊
のり

市
せ
り
込
み
蝶
六
踊
り
保
存
会

で
は
、
毎
週
一
回
次
に
よ
り
踊
り

の
練
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

練
習
日

場

所

時

間

毎
週
木
曜
日

市
内
、
火
の
宮
会
館

午
后
七
時
三

O
分
から

午
后
九
時
ま
で

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
末

広
町
先
名
進
、

宮
n
|
5
3
3
7

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

。。
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口
a

)
・

一

市
史
史
料
編
編
さ
ん
室
か
ら

松
倉
城
と

椎
名
氏

椎
名
氏
は
相
模
国
(
現
神
奈
川
県
地

方
)
の
武
家
で
、
畠
山
基
毘
が
越
中
守

護
と
な
っ
た
と
き
、
そ
の
将
と
し
て
、

射
水
地
方
を
統
べ
た
神
保
氏
と
と
も
に

越
中
入
り
し
、
松
倉
城
に
あ
っ
て
新
川

郡
を
治
め
、
室
町
・
戦
国
時
代
を
通
じ

て
越
中
東
部
に
君
臨
し
た
。

こ
の
椎
名
氏
歴
代
の
な
か
で
も
、
も

っ
と
も
有
名
な
の
が
肥
前
守
康
胤
で
、

戦
国
動
乱
の
中
を
、
上
杉
の
援
護
の
も

と
に
、
武
田
と
一
向
一
撲
を
後
楯
と
す

る
神
保
氏
と
越
中
を
二
分
し
て
争
っ
た

が
、
の
ち
武
田
方
に
味
方
し
た
た
め
、

天
正
元
年
(
一
五
七
三
年
)
ご
ろ
上
杉
輝

虎
(
の
ち
の
謙
信
)
に
松
倉
城
を
攻
め
落

と
さ
れ
て
没
落
し
た
。

4
『
今
も
武
隅
家
敷
跡
に
の
こ
る
石
垣

大徳寺の秘蔵像

上
杉
年
譜
に
は
、
そ
の
間
の
こ
と
を

次
の
よ
う
に
-
記
し
て
い
る
。

往
年
越
中
ニ
出
馬
シ
、
神
保
越
中
守

h
れれれ
rξ
L

あ
ら

ト
鋒
ヲ
争
ヒ
シ
モ
我
私
ニ
非
ズ
。
松

倉
城
、
王
椎
名
肥
前
守
ニ
頼
マ
レ
、
お

う
え
え
ん
じ

ゃ

よ

勺

な

り

し

か

上
縁
者
タ
ル
ニ
依
テ
也
。
然
ル
ニ
椎

ニ

町

ニ

今

お

ん

あ

・

2
3

名
此
厚
恩
ヲ
忘
レ
神
保
ト
和
睦
シ
剰

‘
常
泉
寺
に
残
る
寄
進
の
害
状
(
部
分
)

へ
信
玄
ニ
属
シ
我
ニ
ス
レ
パ
、

其
罪
都
以
テ
軽
カ
ラ
ズ
。
阪
蹴
一
一
館

地
ニ
働
キ
居
城
パ
カ
リ
ヲ
攻
メ
敗
リ
、

一
命
ハ
赦
免
ス
(
句
読
点

・
濁
点
は

筆
者
付
す
)

こ
の
康
胤
が
妻
の
菩
提
を
と
む
ら
う

た
め
、
菩
提
寺
の
常
泉
寺
へ
寺
地
を
寄

進
し
た
書
状
が
残
っ
て
お
り
、
魚
津
で

は
最
古
の
文
書
で
あ
る
。

為
一
貝
運
必
慶
菩
長
セ
演
積
手
持
分
之

内
参
拾
俵
所
停
一
正
代
官
策
配

一
百

相姓
永J主前

八禄者直ー
月七也 ニ令E
廿『寄1
三 イ乃3進
日 し如f畢ヰ

Vf牛f i 
椎 ト於イ

康名 t末手
摘し '一代ー
( レ不二
花 レ可A
神 こ有

常
泉
寺

(
返
り
点
・
送
り
が
な
|
筆
者
)

こ
の
椎
名
の
家
老
を
し
て
い
た
武
限お

ι

家
の
屋
敷
跡
の
石
垣
が
、
今
も
そ
の
面

影
を
忍
ば
せ
な
が
ら
小
菅
沼
に
残
っ
て

お
り
、
家
系
図
も
あ
る
。
戦
固
め
要
塞

が
ほ
と
ん
ど
そ
の
面
影
さ
え
と
ど
め
な

い
今
日
、
珍
し
く
そ
の
形
を
遺
存
し
て

い
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

栄
枯
盛
衰
は
世
の
習
い
と
は
い
い
な

が
ら
、
こ
れ
ら
の
地
に
躍
動
し
て
い
た

人
々
の
熱
い
血
潮
に
触
れ
る
思
い
が
し

な
い
だ
ろ
う
か
。

(
詳
し
く
は
魚
津
市
史
上
巻
一
八
六
頁

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
現
在
、
史
料

編
を
編
さ
ん
中
で
す
の
で
、
ど
ん
な
小

さ
な
も
の
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
史
料

を
お
持
ち
の
方
、
あ
る
い
は
所
在
を
ご

存
じ
の
方
は
、
市
役
所
総
務
課
市
史
編

さ
ん
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。)

4
司
松
倉
城
跡
の
本
丸

四
・
五
歳
の
絵
本

と
お
話
・
・
・
・
・
・
川

-
干
渉
と
過
保
護
か
ら
の

解
放

小
さ
い
子
ど
も
は
、
す
べ
て
お
と
な

の
保
護
の
も
と
に
成
長
し
て
い
る
の
で

す
が
、
子
ど
も
の
側
か
ら
見
る
と
、
お

と
な
や
年
長
の
子
ど
も
た
ち
が
、
伸
び

よ
う
と
す
る
自
由
を
お
さ
え
、
抑
圧
感

を
い
だ
か
せ
る
原
因
を
も
同
時
に
作
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

「
い
や
い
や
え
ん
)
に
出
て
く
る
四
歳

児
し
げ
る
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
保
育
園

の
き
ま
り
を
一
日
に
十
七
も
や
ぶ
っ
て

し
ま
い
、
物
置
に
入
れ
ま
す
よ
と
先
生

に
注
意
さ
れ
ま
す
。

ハ
サ
ミ
を
も
っ
て
走
っ
た
り
、
ハ
ナ

ク
ソ
を
な
め
た
り
、
ぬ
れ
た
手
で
拍
手

し
た
り
す
る
き
か
ん
坊
の
し
げ
る
は
、

じ
つ
は
こ
の
本
を
よ
ん
で
も
ら
っ
て
い

る
ボ
ク
や
ワ
タ
シ
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

泣
き
虫
で
強
情
っ
ぱ
り
の
「
ロ
ボ
ッ

ト
・
カ
ミ
イ
」
も
、

自
分
で
勝
手
に
幼

稚
園
に
は
い
っ
た
り
、
小
石
の
は
い
っ

た
バ
ケ
ツ
を
ほ
う
り
上
げ
た
り
、
み
ん

な
の
つ
み
木
を
ひ
と
り
占
め
に
し
た
り

勝
手
気
ま
ま
な
こ
と
を
し
た
あ
げ
く
、

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
ど
れ
が
ぼ
く
か
わ
か
る
?
」

O
み
つ

の
か
く
れ
ば
し
ょ
」
の
絵
本
で
は
、
母

親
か
ら
離
れ
さ
る
こ
と
の
で
き
な
い
不

安
を
、
母
親
に
問
い
か
け
る
幼
児
の
柔

い
心
の
動
き
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
ま

す。

。。

-
未
分
化
か
ら
分
化
へ

0
歳
か
ら
三
歳
ご
ろ
ま
で
は
、
ま
だ

自
他
の
区
別
が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が

や
が
て
、
白
地
が
わ
か
れ
る
こ
ろ
か
ら

物
の
遠
近
や
上
下
の
関
係
、
時
間
的
に

「
さ
っ
き
」
と
「
き
の
う
」
「
ず
っ
と
ま

え
」
の
区
別
も
だ
ん
だ
ん
は
っ
き
り
し

て
い
き
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
空
想
と
現
実
と
の

分
化
も
は
じ
ま
り
ま
す
。

ま
ず
「
う
そ
」
か
「
ほ
ん
と
」
か
を

気
に
し
は
じ
め
、
「
そ
ん
な
の
う
そ
だ
」

と
き
め
つ
け
る
こ
と
で
、
自
分
の
中
の

混
同
を
た
ち
き
ろ
う
と
し
ま
す
。

「
ニ
ぐ
ま
の
く
ま
く
ん
」
の
絵
本
は
、

ヘ
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ヘ

紙
で
こ
し
ら
え
た
宇
宙
帽
を
か
ぶ
っ
て

小
さ
な
木
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
目
を
つ
ぶ

っ
て
と
ん
で
み
た
く
ま
く
ん
。

落
ち
た
と
こ
ろ
を
月
世
界
と
思
い
こ

み
ま
す
。

空
想
と
知
り
な
が
ら
、
空
想
の
世
界

に
と
っ
ぷ
り
ひ
た
っ
て
た
の
し
め
る
年

代
な
の
で
す
。

こ
の
お
お
ら
か
な
、
融
通
自
在
な
や

わ
ら
か
い
感
覚
を
、
こ
の
年
代
に
充
分

味
わ
わ
せ
、
ふ
く
ら
ま
せ
て
あ
げ
る
こ

と
が
、
心
ゆ
た
か
な
人
間
に
生
い
立
つ

大
切
な
土
壌
づ
く
り
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

-
求
知
心
、
探
究
心
の
芽
生
え

幼
児
に
と
っ
て
、
新
し
い
世
界
の
探

究
は
す
べ
て
冒
険
と
同
質
な
の
で
す
が

新
し
い
知
識
を
求
め
る
心
も
、
未
知
の

世
界

へ
の
冒
険
を
意
味
し
ま
す
。

』

F

こ
ど
も
の
へ
や
の
人
形
げ
き

「
ひ
と
ま
ね
こ
ざ
る
」
で
は
、
知
り
た

が
り
ゃ
の
こ
ざ
る
の
ジ
ョ

ー
ジ
が
、
動

物
園
を
に
げ
だ
し
、
何
で
も
人
間
の
す

る
こ
と
を
ま
ね
し
て
は
失
敗
し
ま
す
。

五
歳
ご
ろ
か
ら
こ
の
好
奇
心
は
、
も

っ
と
は
っ
き
り
し
た
知
識
へ
の
欲
求
に

変
っ
て
い
き
ま
す
。
図
鑑
や
写
真
集
に

興
味
を
も
ち
始
め
る
の
も
こ
の
こ
ろ
か

ら
で
し
ょ
う
。

一
さ
つ
の
本
が
も
っ
て
い
る
内
容
や

子
ど
も
に
あ
た
え
る
影
響
は
、
た
い
へ

ん
幅
が
広
く
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
、
ど

の
よ
う
に
子
ど
も
と
噛
み
あ
う
か
は
、

個
性
的

・
内
面
的
な
も
の
で
す
。

子
ど
も
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
本
に
く
り

返
し
接
し
て
い
る
あ
い
だ
に
、
い
ろ
い

ろ
な
イ
メ
ー
ジ
が
頭
の
中
で
、
た
し
か

な
も
の
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

(
子
ど
も
の
成
長
と
読
書
)

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
図
書
館
の
本
の
ご

利
用
を

一
人
三
冊
以
内
二
週
間
か
り
れ
ま
す
。

本
の
借
り
出
し
は
無
料
で
す
。

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

七
月
の
お
し
ら
せ

四
日
⑧

『タ
ナ
パ
タ
か
ざ
り
』

た
な
ぱ
た
も
、
も
う
す
ぐ
/

さ
あ
、
み
ん
な
で
、
タ
ナ
パ

タ
か
ざ
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

十
八
日
⑧
『
な
ぞ
な
ぞ
・
ク
イ
ズ
』

い
く
つ
わ
か
る
か
な
?

E34，
せ
ん

な
ぞ
な
ぞ
ク
イ
ズ
に
挑
戦

f

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
ノ
と
は

図
書
館

H

こ
ど
も
の
へ
や
。
で

は
、
子
ど
も
た
ち
に
本
を
よ
む
た

の
し
さ
や
図
書
館
の
利
用
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、

毎
月
、
第
一

・
第
三
月
曜
日
の
午
後
三
時
三
十

分
か
ら
楽
し
い
催
し
も
の
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
子
ど
も
と
本
と
を
結

び
親
し
め
る
よ
う
に
、
ゲ
ー
ム

・

工
作

・
人
形
劇
な
ど
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
毎
月
広
報
で

お
し
ら
せ
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き

ま
す
。

品
目
H
M
ρ

可
1
之

時
時

h
m
副
J

j

d

一
伺

時

げ

刊

日

D
H
口
駅忠一
4

1
ι
r砂
川

間

K
企
書
量
会

下

3
U
問
ゅ
の
日
即

日
財
団

花

園芸

ι民
市

宮
時
相
川
田

宮
恥

'
V
白
川
唱
市

津

館
山
u
，一

見

S
H
M
M

み
医

い
同
[
い
竹

魚
津
出
身

乾
漆
の
長
谷
河
三
郎
氏

力
作
を
郷
土
へ
寄
贈

当
市
出
身
で
北
海
道
函
館
市
に
在
住

の
漆
芸
家
、
長
谷
河
三
郎
氏
(
号
・
三
斉
)

が
賞
重
な
力
作
の
飾
り
大
皿
(
直
径
五

十
セ
ン
チ
)
外
五
点
を
、
歴
史
民
俗
資

料
館
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

器漆たれキ

r
曲
目寄v

 

五
十
二
年
度
二
八
ミ
リ

映
写
技
術
講
習
会
開
催
案
内

次
の
要
領
で
映
写
技
術
講
習
会
を
聞

き
ま
す
か
ら
参
加
希
望
者
は
申
し
込
み

下
さ
い
。
な
お
単
位
修
得
の
方
に
は
、

県
か
ら
免
許
証
が
渡
さ
れ
ま
す
。

マ
日
時
七
月
十
八
日
開
、
日
日

ω、

初
日
附
、
毎
日
午
後
六
時
i

九
時

魚
津
市
住
吉

市
教
育
セ
ン
タ
ー

g
n
|
2
4
9
5
 

マ
場
所

マ
参
加
申
し
込
み

グ
ル
ー
プ
紹
介

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ン

教

室

男
女
を
問
わ
ず
、
七
月
一
日

1
十
五

日
ま
で
に
市
教
委
社
会
教
育
課
、
ま
た

は
市
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

マ
そ
の
他

受
講
料
は
不
要
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト

代
一

0
0
0円
以
内
と
縦
三
セ
ン
チ
横

二
セ
ン
チ
の
免
許
証
添
付
用
写
真
を
提

出
の
こ
と
。

市
教
育
委
員
会

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
と
生
花
の
違

い
は
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
が
「
動
」

に
あ
る
の
に
対
し
て
、
生
花
は
「
静
」

で
あ
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
花
を
愛
す
る
表
現
方
法

が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
発

達
し
た
た
め
で
す
。
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ン
を
基
礎
か
ら
学
ん
で
、
自
分
の

個
性
に
合
っ
た
も
の
を
作
り
だ
す
。

そ
の
楽
し
み
は
ま
た
格
別
で
す
。

あ
な
た
も
美
し
い
花
を
身
に
つ
け

て
、
家
庭
や
職
場
を
明
る
く
豊
に
し

ま
せ
ん
か
。
教
室
は
、
毎
週
水
曜
日

午
後
七
時
か
ら
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

で
開
い
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

講

師

政

二

智

恵

子

先

生

連
絡
先
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

g
n
1
4
3
3
0
 

。ゎ
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おしらせ

こぎつだときには、ご利用くだ
さい。
相談料はいりません。

市 民 相 談
物価問題等相談
日曜日を除き包日

午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで

市役所市民相談室

-
『魚
津
ま
つ
り
』
の
日
程
と

行
事

市
の
夏
の
風
物
誌
と
し
て
、
毎
年
、

盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る

『魚
津
ま
つ
り
』

の
今
年
の
日
程
と
行
事
が
、
六
月
二
日

の
魚
津
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
、
次
の

と
お
り
き
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

八
月
七
日
制

経
団
七
夕
祭
り

た
て
も
ん
祭
り

午
後
八
時
経
団
浜

午
後
八
時
三
十
分

諏
訪
神
社

K
N
B
行

事

午

後

二

時

(
歌
と
踊
り
と
の
ど
自
慢
大
会
)
市
民
会
館

三
市
二
郡
実
業
団
相
撲
大
会

午
後
一
時

魚
津
神
社

八
月
八
日
明

魚
津
工
業
高
等
学
校
生
徒

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
パ
レ
ー
ド

午
後
二
時
三
十
分

中
学
生
女
子
せ
り
込
み
蝶
六
踊
り

街

流

し

午

後

四

時

一
般
せ
り
込
み
蝶
六
踊
り
街
流
し

行 政 相 談
包月第 1.第3木曜日

午後オ時-4時
市役所市民相談室

行政相談委員住吉智恵子氏

末広町10の17 ft22 -3906 

午
後
七
時
三
十
分

(市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。)

獅
子
舞

灯
ろ
う
流
し

午
後
六
時
か
ら

午
後
七
時
ま
で

市
内
目
抜
き
通
り

午
後
八
時
三
十
分

諏
訪
海
岸

午
後
八
時
三
十
分

諏
訪
神
社

た
て
も
ん
祭
り

海i八.

上 月
花 九
火 日
大 (火)
b.. 
::z:;; 

午
後
七
時
三
十
分

魚
津
補
助
港

当
日
の
交
通
規
制
な
ど
く
わ
し
い
こ

と
は
、
八
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
害
虫
「
ア
メ
シ
ロ
」
の

駆
除
作
業
を
実
施
し
ま
す

市
で
は
、
毎
年
七
月
に
発
生
す
る
街

路
樹
の
害
虫
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

駆
除
の
た
め
、
防
虫
剤
の
散
布
作
業
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
七
月
中
に
実
施
し
ま
す
か
ら
、

街
路
樹
植
樹
地
区
の
み
な
さ
ん
は
、
歩

道
に
物
を
置
い
た
り
し
な
い
よ
う
ご
協 ~通事故相談(巡回)

ア月6 日付~7月20日(71<)

午前10時~午後3時
県魚津総合庁告内

魚津地方県民相談室

人 権 相 談
日曜日を除き毎日

午前9時~午後48寺まで
土曜日は正午まで
富山地方法務愚魚津支局

力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
街
路
樹
の
害
虫
を
発
見
し
た

方
は
す
ぐ
、
都
市
計
画
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

宮
内
線
2
8
3

-
税
務
大
学
校
学
生
募
集

国
家
公
務
員
採
用
初
級
試
験
(
税
務
)

合
格
者
か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
。

マ
受
験
資
格

昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
三
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ

た
男
子

マ
受
付
期
間

七
月
十
三
日
制
か
ら
七
月
二
十
二

日
幽
ま
で
の
十
日
間

マ
等
一
次
試
験
日

十
月
二
日
制

マ
受
験
申
込
用
紙

各
高
等
学
校
や
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
あ
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

最
寄
り
の
税
務
署
ま
た
は
、
金
沢

国
税
局
人
事
第
二
課
程
0
7
6
2
|

幻
|

2
1
3
1
内
線
3
1
3

税 の 相 談
包月5日 ・15日 ・25日
午前9時~午後4時
魚津税務署

相談巴ガ日曜日に当つだ場合
は翌日

lω配ごと相談
月曜日を除き包日

午前9時~午後4時
福祉センタ-百楽荘

-
就
業
構
造
基
本
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す

内職相談
包週、月 ・水 ・金曜日

午前9時30分~午後3時
市役所市民相談室

高年齢者職業相談
日曜日を除き包臼

午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで
市役所高年齢者職業相談室

。。

総理府統計局

…
「
県
民
技
能
講
座
」
…

一
七
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
…

一
O
七
月
三
日
側

盆
栽
の
用
土
と
暫
定

…

一
O
七
月
十
七
日
制

マ
マ
さ
ん
や
こ
ど
も
さ
ん
で

…

も
ぬ
れ
る
家
庭
ペ
イ
ン
ト

一

一
O
七
月
二
十
三
日

ω

.

障
子

・
ふ
す
ま
上
張
り
講
習

一

…
0
八
月
六
日

ω

一

家
庭
電
気
製
品
の
取
り
扱
い

一

と
手
軽
な
修
理

…

ど
の
コ
l
ス
も

一

…
。
場
所
は
当
校

一

一
。
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

…

一・

申
込
み
は
電
話
で
も
結
構
で
す
が

一

定
員
三
十
名
に
な
り
次
第
締
切
ら

一

.

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

…

…・

申
込
み
期
限
実
施
日
の
一
週
間
前

…

…

黒
部
高
等
技
能
学
校

…

…

宮
0
7
6
5
1
臼

|
O
2
5
1
一

ー
七
月
一
日
|

総
理
府
統
計
局
で
は
七
月
一
日
現
在

で
就
業
基
本
構
造
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
就
業
、
不
就

業
の
実
態
や
労
働
力
の
流
動
状
況
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る

統
計
調
査
で
、
こ
の
調
査
結
果
は
、
経

済
計
画
を
は
じ
め
雇
用
、
失
業
対
策
な

ど
、
国
及
び
地
方
で
の
施
策
の
最
も
基

本
的
な
資
料
の
一
つ
と
な
る
も
の
で
す
。

七
月
中
旬
、
調
査
員
が
各
家
庭
に
お
伺

い
し
た
際
は
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
調
査
票
は
、
統
計
以
外
の
目
的

に
絶
対
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
正
確
に
ご
報
告
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

国語司
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七
夕
か
ざ
り
は
今
年
も
校
庭

せ

七
夕
の
夜
は
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く

す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
子
供
達
が
楽
し
み
に
ま
っ
て

い
る
七
夕
ま
つ
り
が
や
っ
て
き
ま
す
が
、

一
方
で
は
竹
か
ざ
り
に
よ
る
火
災
や
海

岸

・
河
川
の
環
境
汚
染
が
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
海
岸
や
河
川
を
き
れ
い
に
す

る
運
動
や
防
火
上
か
ら
鴨
川
や
角
川
へ

流
す
こ
と
を
取
り
止
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

市
で
は
七
夕
か
ざ
り
の
集
積
場
所
を

次
の
よ
う
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

らしお
d

司
お
姉
ち

ゃ
ん、

火
を
と
も
し
て

，、

合
大
町
小
学
校
周
辺
の
方
は
、

「
大
町
小
学
校
校
庭
」
へ

古
村
木
小
学
校
周
辺
の
方
は
、

「
村
木
小
学
校
校
庭
」
へ

当
日
両
小
学
校
の
出
入
口
は
、
防
火

上
一
か
所
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
順

序
よ
く
校
庭
に
入
り
、
ち
ょ
う
ち
ん
の

火
を
消
し
て
か
ら
指
定
の
場
所
に
お
い

て
お
帰
り
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

当
日
雨
の
た
め
に
両
校
校
庭
に
も
ち

こ
め
な
か
っ
た
と
き
は
、
各
町
内
ご
と

に
一
か
所
に
集
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

4

司
待
ち
遠
し
い
七
夕
か

ぎ
り

-
富
山
県
経
済
日
報
ニ

0
0

号
記
念
論
文
募
集

富
山
県
統
計
協
会
で
発
行
し
て
い
る

経
済
月
報
は
、
こ
と
し
の
十
一
月
号
で

創
刊
以
来
二

O
O号
を
か
ぞ
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
次
の
要
綱
で
懸
賞

論
文
を
募
集
し
ま
す
か
ら
、
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

一
、
論
文
テ
ー
マ

付
富
山
県
経
済
の
方
向
を
求
め
て

口
地
域
社
会
に
対
す
る
企
業
の
役
割

印
企
業
経
営
等
に
お
け
る
情
勢
の
活
用

二
、
応
募
資
格

特
に
制
限
な
し

三
、
応
募
方
法

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
十
枚
程
度

で
、
応
募
者
一
人
又
は
一
研
究
グ
ル

ー
プ

一
点
に
限
る
。

四
、
締
切

五
十
二
年
八
月
三
十
一
日

五
、
送
り
先

富
山
市
新
総
曲
輪

一
ノ
七

富
山
県
統
計
調
査
課

2
0
7
6
4
|訂
|
4
1
1
1

-
富
山
県
警
察
官
募
集

富
山
県
笹
察
で
は
、
警
察
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く
る
た
め
、
ざ

ん
新
で
魅
力
の
あ
る
若
人
を
求
め
て
い

ま
す
。

マ
受
験
資
格

大
学
卒
業
者
又
は
、
昭
和
五
十
三
年

三
月
末
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の

人
(
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
現
在
で

二
八
歳
未
満
の
方
)

マ
受
付
期
間
、
場
所

七
月
一
日
i
七
月
三
十
日

魚
津
警
察
署
、
各
派
出
所
、
駐
在
所

マ
試
験
日
、
場
所

八
月
七
日
目

富
山
中
部
高
等
学
校

く
わ
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
派
出

所
や
駐
在
所
ま
た
は
警
察
署
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

魚
津
警
察
署
包
μ
1
1
3
3
3

-
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
保
安
点

検
の
お
知
ら
せ

七
月
中
に
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
消
費
設
備
の
保
安
点
検
を
行
な
い

ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

新
金
屋
一
、
二
丁
目
三

O
O件

双

葉

町

七

O
件

真
成
寺
町

六

五

件

中
央
通
り
一
、
二
丁
目
二
五

O
件

上

村

木

一

丁

目

八

O
件

火

の

宮

町

一

七

O
件

点
検
に
は
富
山
県
L
P
ガ
ス
協
会
魚

津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が

伺
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

g
M
|
5
3
4
0
 

無
料
法
律
相
談

所
を
聞
き
ま
す

金
沢
法
友
会
で
は
次
の
よ
う
に

無
料
法
律
相
談
所
を
聞
き
ま
す
。

土
地

・
相
続

・
借
地
借
家

・
交

通
事
故
や
離
婚
な
ど
の
慰
謝
料
等

民
事
関
係
か
ら
、
法
律
全
般
に
わ

た
っ
て
無
料
で
相
談
で
応
じ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
お
悩
み
の
方
な
ど
、
こ
の
機
会

を
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

当
日
は
金
沢
大
学
の
教
授

・
弁

護
士

・
学
生
な
ど
約
三
十
名
が
相

談
に
あ
た
り
ま
す
。

日
時
七
月
二
十
四
日
(
日
曜
日
)

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

場
所
魚
津
市
役
所
三
階
大
会
議

室北
陸
電
力
の
電
気
相
談
所

北
陸
電
力
側
魚
津
営
業
所
で
は
、

電
気
器
具
の
故
障

・
診
断

・
ス
イ

ッ
チ
や
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
の
無
料

修
理
と
電
気
の
よ
ろ
ず
相
談
所
を

聞
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

七
月
十
一
日
川

大
沢
松
井
武
夫
宅

七
月
二
十
六
日

ω鉢

公

民

館

午
後
一
時
三
十
分
i
午
後

四
時

(19) 
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V
住
民
検
診
日
程

月8 
8 

月7 月7 
7 

月7 
7 

月月 月 月
11 

2 
11 11 

l 
11 11 

22 
11 

12 
11 

11 
H 11 

8 
11 

7 
日 日 日 日 日 日 日

日

午後 l 午前 午後 後午 午前

時3i午後持半1 時1i1午前時1半0 時l3O午半前時9 時半3E午f時半1 農 1時半11午前時半9 

i 午後 1 午前 l 後午

日分時2i午後半時2 

午後 午前 l 午後 1 午1鈎 時

時3半時 時半時半
時31半時2 時21半時1 時111半時9 半時3時半1 半時11時半9 時半3時3 1 時21半時1 1時11時半9 

3 1 
時半10時半9 

半時半時 間

有ノ山4、4‘1 保魚津書
弥源寺J民館~ 出

天神( 民館h 

湯上

崎館東尾A 民h 木下新ハ館民ム 経書所
友道

経国 本江 東山 朝膏日

持光寺鎗A R A 校住吉小学

経団

下ハ民館中島晶

検

毒松岡次
連絡所 区

~ 、
連絡所

館民

事

寺常徳
館民

急IC品

坂潔宅

~ 三

@ @ @ @ @ @ 
場

⑧
マ

l
ク
は
、
結
核
検
診
に
併
せ
て
成

人
病
検
診
を
行
う
地
区
で
す
。

V
成
人
病
健
康
相
談

マ
七
月
十
三
日
附
と
七
月
二
十
七
日
附

い
ず
れ
も
午
後
一
時
1
二
時

マ
場
所

1
市
役
所
一
階
保
健
室

マ
内
容

l
心
電
図
、
体
位
測
定
、
医
師

に
よ
る
診
察
、
血
圧
測
定
、
検
尿
、
保

健
指
導

※
健
康
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

二
週
間
前
ま
で
に
市
役
所
生
活
環

境
課
ま
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

V
成
人
病
教
室

マ
七
月
二
十
一
日
同
午
後
一
時
三
十
分

1
三
時
三
十
分

マ
場
所

1
経
団
福
祉
会
館

マ
内
容

1
講
義
「
成
人
病
を
防
ぐ
暮
し

方
」
に
つ
い
て

成
人
病
予
防
食
実
習
と
試
食

健
康
体
操
に
つ
い
て

V
乳
児
検
診

月8 月7 月7 月

5 28 14 日
幽日 附日 同日

時半1:0牛時前8 
i 午後

時2i午t時1 走
Fイ時間J寸0ι • 

時2時1 

8 

戸、たλヲt仁月4z3ek、J znJで日7Ran刀月岡でq J r、た入一，仁にを念月3、J 月1でaま川4 月泊万聞で
対

カ
月 象
児

11 11 保健所
場
所

』
F

マ
マ
お
い
し
い
よ

V
こ
関
節
脱
臼
検
診

V
三
歳
児
検
診

』

F

い
く
ら
大
き
く
な

っ
た
か
な
?

V
母
親
学
級

マ
七
月
十
五
日
幽

マ
時
間

1
午
前
九
時
三
十
分
1
午
後
三

キ守
マ
場
所

l
魚
津
保
健
所

・
講
堂

マ
対
象

1
妊
娠
し
て
い
る
人

マ
今
月
の
内
容
(
来
月
は
産
後
)

妊
娠
中
の
衛
生
(
映
画
)

安
産
体
操
(
実
習
)

妊
娠
中
の
食
事
(
試
食
)

歯
の
衛
生

妊
娠
中
の
生
理
(
医
師
の
話
)

マ
初
産
の
方
は
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。

マ
昼
食
と
ズ
ボ
ン
を
ご
持
参
下
さ
い
。

V
胃
が
ん
検
診

マ
受
付

l
午
前
九
時
i
十
時

マ
料
金
1
七
五

O
円

⑧
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、
お

茶
、
た
ば
こ
な
ど
一
切
召
し
上
が
ら
な

い
で
下
さ
い
。

V
婦
人
検
診

V
百
楽
荘
で
の
老
人
健
康

相
談

マ
七
月
五
日

ω

三
時

午
後
一
時
三
十
分
i

加
積
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

の
元
気
な

d
司
市
政
パ
ス
教
室

マ
内
容

l
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
の

講
話
と
健
康
相
談
・
健
康
体
操

マ
七
月
二
十
七
日
附
午
前
十
時
三
十

分
i
十
一
時
三
十
分

マ
内
容

1
映
画
・
保
健
婦
に
よ
る
話

・

健
康
体
操

位。

V
健
康
相
談
日
の
開
設

七
月
か
ら
、
西
布
施
、
松
倉
地
区
で
、

毎
月
。
健
康
相
談
目
。
を
開
設
し
ま
す
。

マ
七
月
十
一
日
西
布
施
公
民
館

マ
七
月
十
八
日
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

時

間

一

時
j
三
時

マ
乳
児
か
ら
老
人
ま
で
の
健
康
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

マ
健
康
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。

ズ
ボ
ン
を
持
参
く
だ
さ
い
。
神
経
痛

の
あ
る
人
は
特
に
参
加
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
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V
日
本
脳
炎
予
防
接
種

マ
接
種
方
法

l
一一一歳
1
十
五
歳
ま
で
の

人
を
対
象
と
す
る
。
詳
し
い
こ
と
は
五

月
の
広
報
を
ご
ら
ん
下
さ
い
。

マ
受
付
時
間

1
各
日
共
午
後
一
時
三
十

分
i
一一時。

マ
料
金

1
無
料

訟保育倉園 野方保E 青保育島園 保道下育園
保育

第

保育1原園11 

上 接

保育園2 

ロ 種

保育園 場
所

月7 月7 月7 月7 月7 月7 第

21 15 151 14 131 6 l 

嗣日 幽日
日 日 日 日

回幽 同 刷 制

月7 月7 
2月7 6 

月7 月
月7 月7 月7 第

29 26 21 20 131 7 7 I 2 
日 日 日 日

制日
日 日 日

回幽 (刈 ω 附 制 同 附

;赤痢や食中毒に注意 :

患者や保菌者の
糞便・細菌

主監主ユ

愛
の
献
血

一
滴
て
も
多
く

c丞~召還:<:::::::IlE'足、 ~唾也事事註ko.<::~ξ~~Ð司メ域担 α~~

j 魚津命e副長 j 
? ズワイガ二 魚族紹介。の ?

b み二戸トイ'.':;.:s手とこぶ る
o mzzFJK.j.1jk;ff同一¥、ふ ; 

!lRご主刃¥!?
j 、 νJ/?
j 北山一一一く知ら j

れ、福井では越前ガ二、鳥取ではマツバガ二と

j …。回獲によ制で価問上昇 j 
し家庭の食卓から遠ざかっ定感ガあるo 富山湾 U 

丸 では深さ200-500mの泥底にすみ、主に刺網で り

; 漁獲されている。雌は雄よりかなり小さいガ昧 5 
';J は良くコウパクガ二と呼ばれ、特にその卵は珍 : 

U 重される。寒海に広く分布し、ベーリング海を ; 

t 経て、北米沿岸にまで達する。なお冬によく食 S 
J ぺる戸力ガ二はヌワイガ二より深く1000m前後 日

令 にすむべ二ズワイガ二で力二ガごでとられる。 月

I . . (魚の方言)

国 ①マクロシピーメジ 合
住 ②バショウカジキ カンヌス-ヒ.ヨウブサシ a 
U 魚津水族館 官

む::::JQ.I:?話~<?-~~伊:;..~--::;..沙障やゐ告。 、。
71<. 

梅
雨
か
ら
夏
に
か
け
て
食
べ
物
に
よ

る
健
康
障
害
が
非
常
に
多
く
な
り
ま
す
。

伝
染
病
は
予
防
が
第
一
で
す
。

日
常
の

身
近
か
な
事
を
再
度
、
と
こ
ろ
が
け
ま

し
ょ
う
。

注
意
事
項

一
、
台
所
の
整
理

・
整
と
ん

・
清
潔
保

持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

二
、
食
品
類
、
包
丁
、
ふ
き
ん
、
ま
な

板
の
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
な
ま
物
は
で
き
る
だ
け
火
を
通
し

て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

四
、
食
前
、
用
便
後
の
手
洗
い
は
石
け

ん
で
厳
重
に
。

五
、
ハ

エ
、
ゴ
キ
ブ
リ
の
駆
除
。

六
、
冷
蔵
庫
の
過
信
は
禁
物
。

(
保
存

は
5
℃
以
下
)

七
、
暴
飲
暴
食
、過
労
、
栄
養
に
注
意
し

か
ら
だ
の
抵
抗
力
を
高
め
ま
し
さ
つ
。

7
月
の
休
日
診
療
医

け
同

一
回
一
浦
田
病
院
一
郎
@

戸

6

5

4

日
日
一
個
一
江
幡
医
院
一
郎
…
腎
5
0
5
2

17 
日

(日)

河
内

病内
院科

下
村
木

宮
@
1
3
2
1
0

μ
日
一
旦
扇
谷
医
院
一
的
@
ぽ
1
3
5
5

1
1
一
部
一
魚
津
神
経
一
江
口

3
E
一
任
一
主
t
り
ュ
l
ム一

宮
@
i
3
4
8
6

8
月

一
均
一
沢
口
内
科

7
日
一
任
一
医
院

火
の
宮
町

宮
@
1
1
7
4
8

(5月末現在)口の人

200 ， 751-m> 

7.9 km 

12，370戸

23，563人

25，410人

48，973人

市

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計

。1)
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い本 ろ国郡頂本て割の峰う流て えの多い一城 で国 武て 国 畢ト鹿
る丸今で境を上丸削つ丸々ねれお城た 人いたの主そあまの越の松 群 ル 熊 魚
。下はあに見かは平てとをと、りのと口時と際はのるで中中末 倉 ののに津
ま本る至下ら山しか続削続 一 、三も は は い に 日 城 。 、 興 東 ま 城 本 孤 蛇 崎 、
で 丸 。 る し の頂、らいっく方そ方伝繁三わ山常下 約よ 部で は 城峰立1ら
自に ま、なで些堀てて賂?はのはえ栄千れ上こ町 三りの、、 でがす鹿
動守 で遠が引K本をい、駐だ峰すがら時と、のこは 百加中 室 南 あ松る熊
車護 、くめ峰屋造る本の続そけれに伝そ城の山 年 賀 心町北る倉。行
道神 眺 越 は吃島敷り 。丸背きをとては え の に 館 麓 間前と時朝。 城海き
が堂 望後眼立りを、そ、ので角ない三ら率立に鹿 繁 田し 代の 跡抜パ
開が 絶境下しっ佳土の二よ、川つる万れいて住熊 栄 藩 て 全 初 で四ス
削建 佳かにて て塁 間の うそ がて 。人、るこ居に しの栄期め 、ニの
さ立 の ら 越 おてをを丸なの巡直 を城氏もしあ た越 え を か 松 O 終
れさ と 加 中りい築掘、溜主うつ立 か下士っ、り 山中、通 ら 倉 メ 点
て汽 こ越 三 、ペいり三のねてし ぞ町同て万、 城 入 建 じ戦 城 l

初~紛紛~点綴WIIIIII//////II必W剥働IWÆI傍wø~晶~務妨~傍W品協働腕時ず刷出~幼~$Æ!品~綴W品~

少 す ぶゴにあ をまるめ l じビ 風

りてきぷ勺出品EマLj d謡函藍h 日??烈
い片品践し性三編!純血圃JiLEt22Z2
f許認可;05!??集 jd週隈;H1HjE昨
日れNJ271?間後 出翠騒調Ji出?そ員fヲ
のド特。るた、そ ン臭をし i道幌;可醐眼l寸ふ し ぎ 車 た 1

2長長案説てる字屋をて記 !R31J川小 平交案 。?
る 量 り にれ収の でをずは~ ~ 可必L4I ぞ をぞ 警
。をや かた集で 鼻 つれじ i 

H ...写真は理科が好きな高原君

地 か財九年七 い山た !ち げかとま わき ま ぎんみ
域広ら B 名中月市もにち梅 iあ ぽまらもしっかはせそにぽま

魚魚さの報おコで学二政の海の雨 lげくし三ちたぎり、んし、うし
津津い話に申 lす生十バでに楽が E たのた十上 J にま 二 で た 二 にた
市市。題対しス。対七スあ、し明 lの 思 。 本 げ 干 、 日 本 し ら 本 糸 。

銃素ZZ設主公言長室竺労量Zjてzzf八号~ふ宍合22云
広堂 は 、 ご く だ十、施の な休ば lたよ も ト ギ 強 上雪、てきめ

包報一次ど意だ余九まの文 でみ、 lのり が o <"く が 」半 ゃっ
内室丁へし見さ裕日だ小化 心でき iしも 吾で Pし らベ分つきな
線広目 ど ど 、 い が実申学財 身あつ日かた う も 代 て な風してまん
2報十 うし要。あ施し校 A をるす iつく に二かや いがかみしと
2広番ぞお望 りの 込五 コ 練。ぐ iた さ も十るっ こ弱上手たか
9聴ー:寄や ま文み・| え野子 E でん ち九がて といがし
番係号:せ、 す化が六ス たに供 l弐も 上本るみ がとりえっし

史
跡
『
松
倉
城
跡
』

表
紙
の
-
-
と
ば

(22) 

「
風
車
の
ベ
ん
強
」

住
吉
小
学
校
三
年

I罰

原

友

日百

印刷/魚津印刷株式会社


